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武庫川女子大紀要（人文・社会科学）
『エドワード 1 世』における反グリゼルダ表象
－エリザベス女王へのオマージュ－
前　原　澄　子
（武庫川女子大学文学部英語文化学科）
The Counter-image of the Patient Grissel in Edward I
－ An Homage to Queen Elizabeth I －
Sumiko Maehara
Department of English, School of Letters,
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya 663-8558, Japan
Abstract
The dramatic characterization of Queen Elinor in George Peele’s Edward I has been highly controversial 
among critics. Unlike the historical accounts, the Queen cruelly murders the wife of the Lord Mayor of Lon-
don, and confesses that she had an illicit affair with King Edward’s brother, Edmund. Mary Axton suggests 
that such a distorted image of Elinor, who was a queen of Spanish origin, reflects the then counterargument 
against the justification of the succession of the Spanish Infanta, which is alleged in Conference about the 
Next Succession to the Crown of Ingland printed in 1594. However, Edward I is not a real history play but a 
historical romance, as seen in the battle with Robin Hood in the Welsh scene. Moreover, Queen Elinor, who 
is an unruly wife, often disdains English wool and is proud of her foreign and expensive fabrics. This is the 
very counter-image of the patient Grissel, who is willing to obey her husband’s tyrannical demands and 
wear anything he wants her to wear. The story of Grissel was very popular among Elizabethan audiences. 
Furthermore, according to several documents, Queen Elizabeth I was often associated with Grissel. It is 
therefore considered that the negative image of Queen Elinor was an indirect homage to Queen Elizabeth I.
1. 王妃の歪曲された人物像
ジョージ・ピール（George Peele）の『エドワード 1 世，又の名は長脛王の名高い年代記』（The Famous 
Chronicle of King Edward the First, Sirnamed Edward Longshankes ）と題された劇を，海軍大臣一座が 1595
年から翌年にかけて繰り返し上演したことをフィリップ・ヘンズロー（Philip Henslowe）は記録してい
る 1）． また，1598 年にもエドワード王の衣装が一度ならず目録に挙げられていることから，この劇が
当時人気を博したことが推測される．劇の本筋は，十字軍の遠征から帰ったエドワードがイングランド
の王位を継承し，ウェイルズを征服するまでの出来事であるが，合間に登場する王妃レオノール（Elinor）
の人物像の奇抜さが兼ねてから注目されてきた．王妃は残酷でプライドが高く，ロンドン市長の妻を蛇
にかみ殺させるだけでなく，婚姻前夜に王の弟エドマンド（Edmund）と肉体関係を持ち，娘のジョウン
（Joan）は修道僧との間にできた不義の子であることを告白して死を遂げる．なぜ，このような史実と異
なる筋書きが創られたのだろうか．
1961 年にテキストを編集したフランク・フック（Frank Hook）は，ト書きの不備や場面の不整合を仔
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細に分析した結果，王妃の筋書きは加筆によるものと見なしている 2）．確かに，当時のイングランドの
反スペイン感情を考慮に入れると，スペイン出身の王妃レオノールの人物像が加筆で歪められたとして
もそれほど不思議ではない．しかしながら，王妃の不義の告白は，イングランドの王位継承の正当性を
脅かす問題であり，そのような危険な要素を作者が敢えて劇に取り入れたことには，より深い意味があっ
たものと思われる．ここで，劇が創作された 1590 年代に，処女王エリザベス（Queen Elizabeth I）の王位
継承をめぐって秘密裡に幾つかの議論が交わされたことが想起される．なかでも，1594 年に出版され
た『イングランドの次なる王位継承に関する忠告』（Conference about the Next Succession to the Crowne of 
Ingland）は，スペイン王女がイングランドの王位を継承することの正当性を主張して物議を醸した．メ
アリー・アクストン（Mary Axton）は，この問題の書において，エドワード 1 世の弟エドマンドが，スペ
イン王女へ続くランカスター家の祖と見なされる点に注目し，劇におけるエドマンドとスペイン王妃の
不義を，スペイン王女継承説に対する否定のメッセージと捉えている 3）．もっとも，王妃が不義を告白
する場面には，フランスから修道僧が呼ばれ，あたかも王妃の出身地がフランスであるかのような不整
合が認められる．これは，ヘンリー 2 世（Henry Ⅱ）の后エレオノール（Eleanor of Aquitaine）と混同され
たものとこれまで解釈されてきたが 4），アクストンはこうした不整合を，王妃が聖史劇のイブ（Eve）の
ように不特定の王妃像を否定的に表象することの帰結と見なしている 5）．
レオノール王妃の人物像に象徴性を見出すアクストンの見解は示唆に富む．そもそも，劇は一貫して
空想的，非現実的であり，市長の妻を殺害した王妃は，神の裁きでチャリングクロスの地に沈み，ポター
ズヒルに浮かび上がる．エドワード王とウェイルズ王の戦いは，海軍大臣一座の得意とするロビンフッ
ドの立ち回りで虚構化される．また，ウェイルズ王とエレナ（Elinor）の政略結婚は，劇では純愛物語に
書きかえられており，作者が厳密に歴史劇を書くことを意図していなかったことは明らかであろう．こ
れらの点を踏まえると，劇のテーマをスペイン王女継承説の否定に集約してしまうことには些か疑問の
余地が残る．またアクストンは，レオノール王妃を聖史劇のイブに喩えるが，王妃の人物像はそれ以外
にも，ある明確な特徴を示している．以下では，レオノール王妃の象徴する新たな一面を照射したい．
2.レオノール王妃とグリゼルダ
劇において，王妃のプライドの高さが衣服への言及を通して繰り返されることは注目に値する．エド
ワードの戴冠式の日取りを知らされた王妃は，スペインから仕立て屋を呼んで比類なき豪華な衣装を作
らせるために，戴冠式を延期して欲しいと王に懇願する．
レオノール王妃 . 今年の 12 月 14 日に戴冠式をするのですか．
 まあ，あなた，それにはあまりにも時間がないし
 急ですわ，それほど立派で厳かな式を行うには，
 準備に取りかかるのに 1 年あっても足りないでしょう，
 仕立て屋，刺繍職人，凝った意匠を施す者が
 立派な身分にふさわしい衣装を用意するには．
 あなたの可愛いネッドの言うことを聞いて下さい．何とか考えますから，
 20 週でどのような衣装を着るべきかを．
 お願いです，戴冠式を春まで延ばして下さい，
 私たちの衣装に十分な工夫を施すことができるように．
 スペインから仕立て屋を呼ぶつもりです，
 そうすれば素晴らしいスーツを作ってくれるでしょう．
（196-207） 6）
この訴えには，王妃がイングランド製の衣服には満足できないことが示されている．また．王妃の衣
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服に対するこだわりは，ウェイルズで王子を出産した場面にも認められる．出産の祝いにウェイルズの
家臣からフリーズのマントが届けられると，そのような粗末な布地を王子に着せることは不当であると，
王妃はエドワードに訴える．
レオノール王妃 . フリーズのマントだなんて，あらまあ，お願いよ，
 もうこんなことには耐えられないわ．ねえ，あなた，
 これがこの国の知恵と友情なのですか．まあ，ありがたいこと．
 もし，ウェイルズの知恵と礼儀が，
 王子にフリーズのマントを着せることだとしたら，
 私がこの子にふさわしいマントを用意しています．
 それを着たら，この子はきっと太陽のように輝き，
 この子が通る道には芳香が立ち込めるでしょう．
（1596-1602） 
フリーズとは，ウェイルズやイングランドの中部地方で生産される粗紡の毛織物であり，王妃はここで
もイングランド製の衣服への不満を明らかにしている．また，王妃がイングランド製の毛織物を見下す
発言はこれだけではない．王妃は，「ウェイルズの地はあまりにも卑しく，自ら歩くのにふさわしくない」
（“the ground is al too base, / for Elinor to honor with her stepes:” ）（1031-32）とグロスター伯に述べる際に，
エルサレムを歩いた自らの足場を高価なアラス織りや絹の布地に喩える一方で，「英国製の毛織物は，
愛用の白馬が誇らしげに踏みつけるのにふさわしい」（“My milke white steed treading on cloth of ray, / And 
trampling proudly underneath the feete, / Choise of our English wollen drapery. ）（1037-39）と述べている．
また，こうした王妃の自己主張は，衣服のメタファーにとどまらず，行動によっても明らかにされる．
意に反してエドワードからウェイルズに呼び寄せられると，王妃は見舞いに来たエドワードに不機嫌を
あらわにし，身重の体で王に拳で一撃を与えることを望む．
長脛王 . こちらへおいで，ジョウン．
 王妃がどうして苛立っているのかお前は知っているか．
ジョウン . いいえ，私にはわかりませんが，
 お父さまをどうしても一打ちなさりたいようです．
（1123-26）
そして王妃は，「力強いイングランド王がレオノールの拳で卑しく一撃を受けた」（“mighty England hath 
felt her fist: / Taken a blow basely at Elinors hand.”）（1140-41）ことを得意げに話すのである．このように，
王妃は国王を打擲することさえ憚らない「じゃじゃ馬」であるが，こうした自己主張の記号として，とり
わけ「贅沢な衣服」が選ばれたのはなぜだろうか．
ここで，かの有名なグリゼルダ（Griselda）の物語が，衣服と深い関わりを持つことを思い出してみたい．
貧しい娘グリゼルダは侯爵に求婚され，輿入れ前にみすぼらしい衣服を脱いで侯爵の用意した豪奢な衣
装に着替えることを命じられる．持参金も持たずに侯爵夫人となったグリゼルダは，従順と貞節を貫き，
夫の無理難題に耐え忍ぶが，離縁を申し渡されると，今度は夫の所有物である高価な衣服をその場で脱
ぎ，ガウン一枚をまとって実家に帰り，再び貧しい衣服を身につける．ボッカチオ（Giovanni Boccaccio）
からペトラルカ（Francesco Petrarch）を経て，チョーサー（Geoffrey Chaucer）の『カンタベリー物語』（The 
Canterbury Tales）に「学僧の話」（‘The Clerk’s Tale’）として収録されたこの物語は，1593 年にトマス・
デローニ（Thomas Deloney）の編集した『楽しいバラッド集』（The Garland of Good Will）にも収録されてお
り，当時この物語が人口に膾炙したものであったことは疑いない 7）．一方，レオノール王妃は，十字軍
から帰還した兵士に施してあまり有る巨額の持参金を持ち，イングランド王エドワードの后となっても，
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イングランド製の布地を見下し，スペイン製の贅沢な衣服を誇りにする．当時の観客にとって，レオノー
ル王妃は，まさにグリゼルダのパロディーとして認識されたのではないだろうか．実際に，エリザベス
朝末期にグリゼルダの書き換えが流行したことは，デローニの散文『レディングのトマス』（Thomas of 
Reading）のマーガレット（Margaret）や，何より『エドワード 1 世』を演じた海軍大臣一座が，1600 年に『忍
耐強いグリシルの楽しい喜劇』（The Pleasant Comodie of Patient Grissill）を上演していることに裏づけら
れる．
『忍耐強いグリシルの楽しい喜劇』には，3 人の女性が登場する．耐えるグリシル（Grissill），じゃじゃ
馬のグェンシアン（Gwenthyan）と，独身を貫くジュリア（Julia）である．そして興味深いことに，この劇
のグリシルも布地へのこだわりを明らかにする．離縁を言い渡されたグリシルは，「嘆くことはないわ．
絹の衣服は剥ぎ取られて，粗紡の灰色のガウンを着たら今よりも豊かに思えるだろうから」（“Mourne 
not because these silkes are tane away, / You’le seeme more rich in a course gowne of gray.”）（3. 1. 48-49） 8）と
自らを慰める．この「灰色のガウン」は，続く侯爵のせりふで，「粗紡の毛織りのガウン」（“this russet 
gowne”）であることが明らかにされる．侯爵は，そのガウンを貧困の象徴として吊り下げて家来に見せ
るのである 9）．この粗紡の毛織物に精神的豊かさを見出すグリシルは，それを見下すレオノール王妃と
まさに好対照をなしている．それにしても，チョーサーの「学僧の物語」では，貧しいグリゼルダの衣服
が毛織物であるとは述べられていない．それにもかかわらず，『忍耐強いグリシルの楽しい喜劇』では粗
紡の毛織物がクローズアップされることには，どのような意味があるのだろうか．
1592 年に出版された，ロバート・グリーン（Robert Greene）の『成り上がり宮廷人への警句』（A Quip 
for an Upstart Courtier）は，イタリア製のベルベットの布地とイングランド製の質素な布地を疑似討論さ
せる形で世相を諷刺し，17 世紀の中葉まで版を重ねてベストセラーとなった．この討論の最終判決では，
次のように述べられている．
イングランド製の質素な布地は，古代ブリテン島にブルートが住み始めてから何百年もの間，
人々に着用されてきた．国王，貴族，紳士，ヨーマン，貧民に施す者，真の臣下，屋敷を切り
盛りする者，そして一般庶民に着用されてきたのである．それゆえ，由緒正しく公正なもので
ある．一方，イタリア製のベルベットは，成り上がり者で，プライドから生まれ，自惚れによっ
て育てられ，この国に最新の流行をもたらした．しかしながら，近頃では家賃を上げる元とな
り，この国の敵である．したがって，ベルベットは，イングランド製の布地の公明さには決し
て匹敵しない 10）．
これは，質素倹約を尊び，慈善や施しを美徳としてきたイングランドの古き良き習慣が，大陸から伝わ
る華やかな文化風習に毒される危険性を，布地のメタファーを用いて諷刺したものと言えるだろう．そ
してこうした言説は，先述したレオノール王妃とグリゼルダの対比をまさに連想させるものである．
実際に，当時の貿易政策によって外国製の布地が驚くべき速さでロンドンに流通したことは，様々な
出版物に垣間見ることができる 11）．たとえば，ジョン・リリー（John Lyly）の『マイダス王』（Midas）の
プロローグでは，「大陸との行き来や貿易が盛んになり，ありとあらゆる国の特徴が，我が国［イングラ
ンド］のそれに編みこまれ，この国は多種多様な糸で巧みを凝らして織り上げられたアラス織りのよう
だ」（“Traffic and travel / hath woven the nature of all nations into ours, and made this / land like arras, full of 
device, which was broadcloth, full of / workmanship.”）（Prologue 13-16）と述べられている．
また，ピューリタン作家で名高いフィリップ・スタブズ（Philip Stabbes）は，『悪弊の解剖』（The 
Anatomie of Abuses）において，もの珍しさから外国製の衣服を着ることをプライドの象徴として批判す
るのみならず，外国製品の過剰な消費が国内産業を衰退させ，諸外国に富を与えることに警鐘を鳴らし
ている．
そのうえ，これらの国々はひとりでに豊かである．あらゆる種類の貴重な繊維が豊富に手に入
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るのだから．たとえば，絹，ベルベット，サテン，ダマスカス，サースネット，タフタ，らく
だ織など（これらはすべて外国で生産される）．だからこそ，彼らはそれを着用しても咎められ
る筋合いはない．彼らには他に着るべきものがないのだから．だから，私たちが国内でそうし
た衣服を生産できるのなら，それらを喜んで着てもある程度許容できる．しかしながら，私た
ちはあまりにも見せびらかすことに捉われて，外国製でないと価値がないと思っている．そし
て，私たちは必要もないのに楽しむために，つまらない外国製の服を買い，自国の経済を衰退
させ，諸外国を豊かにしている．外国人は陰で笑っている．私たちがひどく愚かに価値のない
ものを好み，彼らの衣服に肩を持つありさまを 13）．
以上のように，イングランド製の布地と外国製の布地の対比は，当時さまざまな書物で取り上げられた
流行のモチーフであったことが明らかである．海軍大臣一座の両劇において，外国製の衣服を好むレオ
ノール王妃と粗紡の毛織物に豊かさを見出すグリシルは，まさに表裏一体であったと考えられるのであ
る．
3. エリザベス女王とグリゼルダ
エリザベス女王がしばしばグリゼルダに喩えられたことは，興味深い事実である．ジョン・フィリッ
プ（John Phillip）の『忍耐強いグリシルの劇』（The Play of Patient Grissell）は，1565 年と 1568 年にそれぞ
れ書籍出版業組合の記録に登録されているが，劇が執筆されたのは，おそらく女王の結婚問題がもっと
も活発に議論された 1560 年頃であろうと推定されている．『忍耐強いグリシルの劇』が終わると，締め
口上役（The last speaker）が登場し，女王へ向かって国家の安寧を願うメッセージが述べられる 14）．ちょ
うど同じ頃に書かれた悲劇『ゴーボダック』（Gorbuduc）が，王位継承者の不在が国家に危機をもたらす
ことを暗に示すのと同様に，フィリップの『グリシル』は，女性君主が結婚して嫡子を残すことの重要性
を間接的に唱えたものと考えられる 15）．また，女王とグリゼルダの関連性を示す例はこれだけではない．
1566 年の議会におけるエリザベスの答弁には，自身をグリゼルダに喩える興味深い発言が見られる．
私は死ぬことを恐れていない．人はみな死す運命にあるのだから．私は女であるが，私の父が
そうであったのと同じように，私の立場にふさわしい勇気を十分に持っている．私は塗油によっ
て選ばれた女王である．私は暴力的行為で何かを為すように強いられることは決してない．私
は神に感謝する．たとえペチコートを身にまとってこの国から追われたとしても，私はどのキ
リスト教国でも生きていける能力を与えられたことを 16）．
エリザベスは，無力なグリゼルダと自身を対比して，女性であっても力強い君主たり得ることを議会
で強調したのである．また，エリザベスとグリゼルダを結ぶイメージが長い周期で流通したことは，
1630 年に出版されたチャップブック，『忍耐強いグリシルの楽しく美しい歴史』（The Pleasant and Sweet 
History of Patient Grissell）の口絵に，エリザベス女王の木版画が使用されていることにも窺える 17）．
エリザベス女王とグリゼルダを結びつけるもっとも興味深い書は，1601 年にトマス・エジャトン
（Thomas Egerton）に献呈された，『イングランドの守護聖人ジョージ－寓意的記述』（St. George for 
England: Allegorically Described）である．時の経済ジャーナリスト，ジェラッド・マリーン（Gerard 
Malynes）は，外国製品の過剰な輸入で貨幣価値が下落した当時のイングランドを，恐ろしい竜に襲われ
た処女に喩え，今こそイングランドの守護聖人ジョージの助けが必要であることを寓意的に説いている．
この「処女」が，エリザベス女王の身体 / 国家を意味することは述べるまでもない 18）．著者は，ありとあ
らゆる悲劇のヒロインを引き合いに出した結びにグリゼルダの物語を再現し，女王エリザベスの忍耐は，
グリゼルダのそれをはるかに上回るものであると述べている．
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もしグリゼルダが称賛に値し，忍耐の名を得るとしたら，というのも彼女はサルッツォの侯爵
によって貧しい家から連れ出されて侯爵夫人となったが，結婚したら侯爵は妻を試し，離縁し
て，別の女性と結婚するふりをし，その女性は（誰なのかを彼女は知らされていなかった）グリ
ゼルダと侯爵の間に生まれた娘であり，離縁の際にグリゼルダはすべての衣服を取り上げられ
たのだ．（私は言う）もし，グリゼルダがこれらすべてを忍耐したことで名声を与えられたのな
ら，これらとは比べようもない程にもっと大きな忍耐をされているのは，この類まれなる処女
であり，永遠に人々の記憶に留められるべきである．彼女はその地位に与えられたすべての特
権や快楽を投げ出し，この残酷な化け物に身体を晒される苦しみに遭われているのだから 19）．
女王の結婚問題が浮上した 1560 年代のグリゼルダ表象と異なり，ここでは大陸の文化に浸食される
イングランドのイメージが，グリゼルダの名を借りてエリザベスに重ねられていることは興味深い．豪
華な外国製の衣装を身にまとい，イングランド製の毛織物を見下すレオノールは，エリザベスの美徳と
忍耐をまさに逆から照らし出す工夫であり，エリザベス女王に対する間接的な称賛（homage）であった
と考えられるのである．
4. 結　論
このように，『エドワード 1 世』に登場するレオノール王妃は，ピールの機知と空想が遺憾なく発揮さ
れた，いわば架空の王妃であったと言える．しかしながら，幕切れに至って，王妃は劇の本筋を左右す
る重要な証言を残す．娘のジョウンは不義の子であるが，ウェイルズで生まれたばかりの王子は紛れも
なくエドワード王の嫡子であるという告白である．この証言は，エドワード 2 世の王位継承権を正当化
する点において，劇において重要な意味を持つ．
エドワード 2 世は，クリストファー・マーロー（Christopher Marlowe）の劇に見られるように，君主
として負の側面を持つ一方で，エリザベス朝には，ウェイルズに生まれたウェイルズの王として神話化
された事実は注目に値する．1584 年にサ ・ーフィリップ・シドニー（Sir Philip Sidney）に献呈された『ウェ
イルズの歴史』（The Historie of Cambria）は，デイビッド・パウエル（David Powel）によって初めて英語
で書かれたウェイルズの歴史書である．この書には，ブリテン島が 3 つに分割されて，イングランドと
スコットランドとウェイルズが誕生したことを前置きに，本論ではブリテン王カドワラダー
（Cadwaladar）から，エドワード 1 世が征服したウェイルズ王リュウェリン（Lhewelyn）までの歴史が綴ら
れている．注目すべきは，それに続いて新たな章が設けられ，ウェイルズの王エドワード 2 世の戴冠か
らエリザベス女王に至るまでの，イングランドの血を引くウェイルズ王の歴史が記述されていることで
ある 20）．もとより，チューダ家はウェイルズに起源を持つことから，時の女王エリザベスをウェイル
ズの歴史に位置づけるために，エドワード 2 世を初のウェイルズ王とする神話的記述が作られたものと
考えられる．以下は，エドワード 2 世の誕生を記した部分である．
エドワード王は，ウェイルズを征服した．［…］しかし，ウェイルズ人の信頼を得て王として受
け入れられることは決してなかった．［…］ それゆえ，王はイングランドからレオノール王妃
をカーナーボン城に呼び寄せ，真冬のことであったが，王子を出産させた．そして王妃がベッ
ドに戻ることができるようになると，王はルースランに行ってウェイルズ中の貴族たちを呼び
集め，彼らの国家についての相談があると述べた．王は彼らウェイルズ人に宣言した．［…］ウェ
イルズで生まれた王子に名前をつけたい．王子は決して英語を話すことはない．王子の身体も
言葉も決してウェイルズ人を汚すことができないように．そして集まったウェイルズの人々は
すべて，王子に従うことを認めた．王はカーナーボン城で生まれた息子をエドワードと名付け
た 21）．
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しかしながら史実によると，エドワード 2 世が生まれた時には嫡子のアルフォンソー（Alphonso）がま
だ生きており，エドワード 2 世が，ウェイルズの王となるべくウェイルズで誕生したというのは，後世
のフィクションに他ならない．
ピールの『エドワード 1 世』においても，劇の冒頭で王子が亡くなったことが告げられ，エドワード 1
世には嫡子のないまま劇が進行する．そして，エドワード王は，ウェイルズに生まれた者しか王として
認められないために，身重の王妃をウェイルズに呼び寄せて王子を出産させる．王子が生まれると，国
中が祝福して，「ウェイルズ王」の称号が与えられる．また，劇には予言者が登場し，エドワード 2 世の
誕生をブルートの生まれ変わりと述べて神格化している．こうした劇の筋書きは，まさに『ウェイルズ
の歴史』を材源としたものであり，エドワード 2 世を神話化するものであったと考えられる．しかしそ
れだけに，幕切れにおける王妃の不義の告白は意味深長である．エドワード 2 世の王位継承権は，王妃
の不義の疑惑からかろうじて正当化されるのである．しかしながら，完全無欠の王位継承の系譜など存
在しなかったこともまた歴史上の事実である．チューダ朝の最後の君主となったエリザベスも，ヘンリー
8 世（Henry Ⅷ）の非嫡出子という見方によって，晩年に至るまで王位継承権をめぐる議論が尽きなかっ
たことを踏まえると，こうした劇の結末にも，忍耐の女王エリザベスへのオマージュを読み取ることが
できる．
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A Survey of Teachers in Elementary and in Junior and Senior High Schools
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Abstract
    Children today have opportunities to use various media with Internet access, including computers, mo-
bile phones, and games. At the same time, consumer concerns related to children’s access to the Internet are 
likewise increasing. Education regarding safe media usage is urgently needed. However, current educational 
support is not enough because children have higher attention than adults, and the trend changes rapidly. This 
study reveals the reality and challenges of consumer culture classes in elementary and in junior and senior 
high schools.
  The results of the study show that many teachers in elementary, junior high, and senior high schools used 
mobile phones （PHS phones, feature phones, smartphones） and computers with a certain level of knowledge 
and experience regarding consumer culture. However, their knowledge regarding specific crimes was not suf-
ficient. The differences in the gender, school level, or course of study were not significant; but on the other 
hand, their knowledge and experience consumer culture seemed to decrease as their educational level, expe-
rience, and age increased. The teachers themselves also had concerns about their own lack of knowledge and 
experience, which eventually hindered their educational practices with children.
Ⅰ　問題の所在と研究目的
今日，家庭や学校へのメディア普及が進み，子どもをとりまく情報環境の変化は大きく，かつ急激で
ある．日常生活におけるメディア接触の機会は多く，子どもらは学校や家庭においてコンピュータ，携
帯電話，スマートフォン，インターネット接続可能なゲーム機など，様々なメディアを利用する機会が
ある．ソーシャルゲームにおいても高額請求が増加しており 1），未成年者の利用を制限する動きも見ら
れるが，その対応だけは十分とは言い難い．鈴木ら（2013）2）によれば，ネット社会が進んでいる韓国で
は，既に世界に先駆けて子どもの消費文化がもたらす問題状況に積極的に取り組んでおり，若年層のイ
ンターネット中毒への対応を目的としたアクセス制限なども施行され，行政主導で対応している．一方，
＊ 「平成 25 年度学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果（概要）」（文部科学省，2014 年 9 月，pp.21-
22）によれば，平成 25 年度中に ICT 活用指導力に関する研修を受講していないと回答した教員は全体の約 7 割で
あった．前年度（平成 24 年度）と比較しても，ほとんど改善されていない．
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日本での取り組みについては，ICT 活用指導力を高める研修なども行われつつあるが，地域差も見られ
るうえ，全体的にも研修を受講していない教員も多い．
2012 年に消費者教育推進法が制定され，消費者教育に対する関心・ニーズが高まる中で，学校教育
における消費者教育の充実に向けた取り組みが活発化している．家庭科や社会科のような教科教育でも
例外ではなく，子どもたちにとって身近な存在であるアニメやまんが，カードゲーム，コンピュータゲー
ム，SNS ＊といった，子どもをとりまく消費文化を消費者教育の一題材として捉える必要がある．なお，
本稿における「子どもをとりまく消費文化」は，奥谷ら（2011）3）の定義した「音楽，ゲーム，アニメ，漫画，
玩具等の幼児期から青年期の消費者をマーケティングターゲットとし発展した文化（p.24）」とする．
これらの題材の動向は変化が激しく，その価値は細分化され，消費文化に関するモノやサービスも多
様化を遂げてきた（2011）3）．また，奥谷ら（2011）は，2000 年代以降のマーケティングは子どもや大人が
形成するインターネットコミュニティの利用や，子どもの背景にいる親世代を焦点化しているケースが
あることを指摘し，すべての子どもを対象とした学校教育における題材としての取り扱いが必須である
と述べている．現状として，教員全てに十分な知識と経験があるとは言い難く，とりわけ消費者教育を
取り扱う家庭科や社会科でも「子どもをとりまく消費文化」についての適切な教材を作製し，教育を行う
ことが急務であり，その為には，現職教員が「子どもをとりまく消費文化」に対してどのような認識，教
育教材の必要性を感じているかを明らかにする必要があると考えた．
本稿では，小，中，高における現職教員のインターネット接続メディアの使用実態，ゲームや情報関
連の知識，子どもをとりまく消費文化を扱った教育の実践経験とニーズなどについて現状を明らかにす
ることを目的としている．
Ⅱ　研究方法と対象者
全国の小，中，高等学校を対象に層化抽出法によって調査票を送付する学校を選択し，各学校種 300
校に送付した．調査票の大枠は共通ではあるが，小学校では「低・中学年担当用」，「高学年担当用」，「生
活指導担当用」の 3 種類，中学校と高等学校では，「家庭科担当用」，「社会科＊＊担当用」，「生活指導担
当用」の 3 種類の調査票を作成し，2013 年 6 月に送付した．調査票返信期限を 7 月末としていたが，返
信数を増加させるため，返信期限を 9 月末に延長し，その旨を伝える督促状を 8 月に送付した．この調
査では「情報科」教員への調査は行わなかった．情報を担当している教員は，子どもをとりまくインター
ネットやゲーム環境に対する意識が当然高いことが予想されたからである．現状の学校教育では，消費
者教育が必要であるにも関わらず，十分には行われていないのではないかと考え，情報の内容を取り扱
う家庭科や社会科の教員，児童や生徒の生活に関わる立場にある教員の実態を調査した．そのため，本
研究では情報科教員を対象とはしていない．
回収した票数については，Table1 の通りである．学校によって返信された調査票数が異なるため，こ
こでは個別の回収率は提示しない．全体の回収率は 3 割程度であるが，郵送配布，回収による調査であ
＊  SNS とは，Social Networking Service の略称で，人と人との繋がりを促進・サポートする，コミュニティ型の Web
サイトのことで，一般に「コミュニティサイト」とも呼ばれている．多くの場合会員制の無料サービスで，実際の
友人や知人と繋がるだけでなく，「友達の友達」などの新しい人間関係を生み出したりする．
＊＊ 高等学校では，現在「社会科」ではなく「地理歴史科」と「公民科」となっているが，便宜上本文中においては，「社
会科」と示した．調査票においては，担当教科について個別に訊ねている．
Table 1　回収した調査票数について
校種 回収学校数（校） 回収率（％）：校 回収票数
小学校 64/300 21.3 148
中学校 100/300 33.3 171
高等学校 100/300 33.3 193
計 264/900 29.3 512
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ることを考慮すれば妥当であると判断した．
回答者の属性，校種，担当教科等の内訳は Table 2 に示した．全体をみれば，性別は若干男性が多い
ものの，ほぼ半数ずつとなった（男性 54.1％，女性 45.9％）．また，Table 3 に示したように教職経験年
数は 20 年以上 30 年未満が最も多く（40.2%），次いで 10 年以上 20 年未満（23.0%）であった．回答者に
若手は少なく，ある程度の経験を積んだ中堅以上が多いことが分かる．「その他」の回答が 1 名あるが，
これは「臨時的任用の非正規で 8 年程度」とあるため，分析では「5 年以上 10 年未満」と同様程度としたい．
Table 2　属性と校種，担当教科等の内訳
性別
全　体 小学校
中学校 高等学校
小計 家庭科 社会科 生徒指導 小計 家庭科 地歴・公民科 生徒指導
件数 割合 件数 割合 件数件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数件数 割合 件数 割合 件数 割合
男性 227 54.1% 64 43.2% 106 2 4.0% 41 71.9% 63 98.4% 107 0 0.0% 41 89.1% 66 97.1%
女性 235 45.9% 84 56.8% 65 48 96.0% 16 28.1% 1 1.6% 86 79 100.0% 5 10.9% 2 2.9%
合計 512 100.0% 148 100.0% 171 50 100.0% 57 100.0% 64 100.0% 193 79 100.0% 46 100.0% 68 100.0%
Table 3　回答者の教職経験年数
教職経験年数
（非常勤講師期間含む）
全　体 小学校 中学校 高等学校
件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合
5 年未満 43 8.4% 20 13.5% 12 7.0% 11 5.7%
5 年以上 10 年未満 63 12.3% 21 14.2% 26 15.2% 16 8.3%
10 年以上 20 年未満 118 23.0% 30 20.3% 46 26.9% 42 21.8%
20 年以上 30 年未満 206 40.2% 50 33.8% 67 39.2% 89 46.1%
30 年以上 81 15.8% 26 17.6% 20 11.7% 35 18.1%
その他 1 0.2% 1 0.7% 0 0.0% 0 0.0%
合計 512 100.0% 148 100.0% 171 100.0% 193 100.0%
Ⅲ　結果および考察
（1）　インターネット接続可能メディアの使用頻度
1）　携帯電話，PHS，スマートフォン
まず，教員が日常，どの程度メディアを使用しているのかについて，Table 4 に示した．小，中，高
等学校間の大きな差は見られなかった．全体では，大体 5 ～ 6 割の教員が携帯電話か PHS を毎日使用
していた．日本全体の普及率からすると若干低いように感じるが，携帯電話，PHS を「使わない」と答
えた 28.1%（144 名）のうち，スマートフォンの利用については「ほぼ毎日」使用すると答えた人は 79.9%
（携帯電話，PHS を使わない人のうちの 115 名）であったことから，スマートフォンも携帯電話，PHS
も使わないと答えた 4.3%（22 名）と無回答 5 名（いずれも無回答 3 名と携帯電話，PHS を使用しない 2
名でスマートフォンについては無回答だった 2 名）を除く 9 割以上の教員がいずれかの機器を使用して
いることが分かる．
Table 4　携帯電話と PHS，スマートフォンの使用状況（教員全体：名）
?????
??????
スマートフォンの使用
ほぼ毎日 週 3，4 回程　　度
週 1，2 回
程　　度
月 2，3 回
程　　度 使わない 無回答 合計
ほぼ毎日 87 1 1 1 196 10 296（57.8％）
週 3，4 回程度 3 2 0 0 27 0 32（6.3％）
週 1，2 回程度 0 0 1 0 11 0 12（2.3％）
月 2，3 回程度 0 0 0 0 9 0 9（1.8％）
使わない 115 2 2 1 22 2 144（28.1％）
無回答 15 1 0 0 0 3 19(3.7%)
合計 220(43.0%) 6(1.2%) 4(0.8%) 2(0.4%) 265(51.8%) 15(2.9%) 512(100%)
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2）　パソコン，タブレット PC
パソコン（以下，PC）の使用頻度については，全体で 86.7%（444 名）の教員が「ほぼ毎日」使用してい
ると答えた．小学校で若干割合は減るものの（「ほぼ毎日」77.0%,114 名），「週 3，4 回程度」の 10.1%（15
名）を加えると，9 割近くが PC を使用していることが分かる．これは，教材や資料の作成等に必要であっ
たり，インターネットやメールなどで活用していたりすることも考えられる．また，前節で概観した「携
帯電話，PHS，及びスマートフォン」を使用しない 22 名についても，そのうちの 13 名が「ほぼ毎日」PC
を使用しており，いずれも使わないと回答していたのは 4 名のみであった．この 4 名全て，教員経験年
数が 20 年以上の回答者であり，年齢がある程度高いことも推測できる．加えて，タブレット PC に関
しても，それほど多くはないものの，7.2%（37 名）が「ほぼ毎日」使用していると答えている．「使わな
い（80.3%）」「無回答（4.9%）」を除くと，頻度には差があるものの 15％程度の教員がタブレット PC を使
用する機会があると言える．これらは，小柳（2010）が行った調査では，対象を中学校現職教員に限って
はいるが，93% が携帯電話を，63% がデスクトップ PC を，73％がノート PC を使用しているとの結果
が出ている 4）．こうした状況も踏まえると，現状としても多くの教員が PC 等の利用をしていることが
示唆される．
Table 5　PC，タブレット PC の使用状況
使用頻度
全体 小学校 中学校 高等学校
PC タブレット PC PC タブレット PC PC タブレット PC PC タブレット PC
ほぼ毎日 86.7% 7.2% 77.0% 4.1% 90.1% 8.2% 90.1% 8.8%
週 3，4 回程度 5.7% 3.1% 10.1% 2.0% 4.1% 3.5% 4.1% 3.6%
週 1，2 回程度 4.3% 2.1% 6.8% 2.0% 2.9% 1.2% 2.9% 3.1%
月 2，3 回程度 1.6% 2.3% 3.4% 2.0% 1.2% 2.9% 1.2% 2.1%
使わない 1.0% 80.3% 2.0% 84.5% 0.6% 80.1% 0.6% 77.2%
無回答 0.8% 4.9% 0.7% 5.4% 1.2% 4.1% 1.2% 5.2%
合　計 100.0%(N=512) 100.0%(N=148) 100.0%(N=171) 100.0%(N=193)
 
（2）　消費文化に関わる商品・サービスについての知識や経験
次に，消費文化に関わる商品・サービスについての知識や経験について，具体的な項目を用いて訊ね
た．子どもがトラブルに巻き込まれる機会の多いゲーム機の使用，SNS やブログ，インターネットを
活用したサービス，トラブル等についてである．結果は Table 6 に示した．
1）　SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）やブログ等
コミュニケーションツールとしても子どもたちが活用している SNS やブログ等の使用について訊ね
た．SNS については，約 3 割（31.8%）が「実際に使用・経験したことがある」と答えている．さらに，「使
用・経験はしていないが，意味や内容を知っている」と回答した人も 4 割近く（38.7%）いた．ブログに
なると，経験者は 2 割程度（21.7%）と減少するが，意味や内容を知っていると答えた人は 73.0% いるこ
とから，9 割以上がブログの意味や内容を知っていることが明らかになった．しかし，ブログ等で自分
のキャラクターを作り，着替えなどをさせられる「アバター＊」については，使用経験者が 1 割以下（8.8%）
となり，意味や内容を知っている人も 41.0% に留まった．「アバター」の着せ替える物に関する消費者
トラブルもあることから，子どもたちがインターネット等でトラブルにあう危険性を持っているが，使
用経験や意味や内容を理解している教員は半数程度であることが分かる．「アバター」について，聞いた
ことがある程度の人が 3 割程（32.8%）おり，聞いたことがないとする人も 15.8% いることから，まだ十
分に認識が広がっているとは言い難い結果となった．
＊ アバターとは，インターネット上にある自分自身の化身，分身であり，人や動物などのキャラクターなどがある．
着せ替え人形のように顔や髪型，服装，アクセサリーなどをコーディネートすることができる．
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2）　問題行動に関わる用語
インターネットやゲームを楽しむ中で，便利で楽しいツールとしてだけではなく，犯罪に関わる行為
もある．子どもたちが犯罪に巻き込まれないようにするだけでなく，犯罪者にならないようにするのも
教育の大切な役割である．例えば，TCG（Trading Card Game）のカードを購入する際に，外側から見え
ない状態で販売されているカードの中から，自分が欲しいカードを探して（時には袋を破るなどして）選
ぶ「サーチ行為」は，販売店等で禁止されている行為であるが，Table 6 に示した通り「聞いたことがない」
と回答している人が，半数以上（56.4%）いた．子どもたちがしてしまいがちなこの行為について「実際
に使用・経験したことがある」，「使用・経験はしていないが，意味や内容を知っている」を足しても 2
割にも満たず（18.8%），知識の低さが伺える．
そして，他人のアカウントを読み取る「アカウント・ハッキング＊」については，「実際に使用・経験
したことがある」と回答した人は 2 名（0.4%）のみで，「使用・経験はしていないが，意味や内容を知っ
ている（28.3%）」と「意味は知らないが，聞いたことはある（27.9%）」を合わせると過半数であった．しか
し一方で，「聞いたことがない」とする回答者が 42.0% いることから，オンラインゲームやネットバン
キング等で巻き込まれる犯罪についての知識が十分でない可能性が推測できた．
Table 6　消費文化に関わる商品・サービスについての知識や使用経験
カテゴリー
SNS ブログ アバター サーチ行為 アカウント・ハッキング
件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合
実際に使用・経験したことがある 163 31.8% 111 21.7% 45 8.8% 29 5.7% 2 0.4%
使用・経験はしていないが意味や内
容を知っている
198 38.7% 374 73.0% 210 41.0% 67 13.1% 145 28.3%
意味は知らないが聞いたことはある 97 18.9% 22 4.3% 168 32.8% 121 23.6% 143 27.9%
聞いたことがない 48 9.4% 1 0.2% 81 15.8% 289 56.4% 215 42.0%
無回答 6 1.2% 4 0.8% 8 1.6% 6 1.2% 7 1.4%
合　計 512 100.0% 512 100.0% 512 100.0% 512 100.0% 512 100.0%
 
3）　消費文化に関する知識や経験と教職経験の長さとの関わり
教員の消費文化に関する知識や経験は，何によって規定されているのだろうか．そこで，テレビゲー
ム，TCG，オンラインゲーム，SNS，ブログ，アバター，電子書籍，動画投稿サイト，ネットバンク，
電子マネー，Wi-Fi，サーチ行為，アカウント・ハッキングの知識や経験を「実際に使用・経験したこと
がある（4 点）」，「使用・経験はしていないが，意味や内容を知っている（3 点）」，「意味は知らないが，
聞いたことはある（2 点）」，「聞いたことがない（1 点）」として点数化し，合計して消費文化に関する知識
と経験についての変数（以下，消費文化知識・経験）とした（最大値 57 点，最小値 21 点，平均 39.9 点，
標準偏差 6.326）．更に，教員の消費文化経験のうち，サーチ行為，キーロガー＊＊，リアルマネートレー
ド＊＊＊，アカウント・ハッキングの 4 項目を「問題行為」とし，消費文化に関する知識と経験と同様に，
4 点から 1 点として点数化し（無回答は除外），この合計点を「問題行為知識・経験」とした（最大値 15 点，
最小値 4 点，平均 6.24 点，標準偏差 2.396）．
この「消費文化知識・経験」及び「問題行為知識」と「教職経験年数（教職経験年数の長さ）」との相関関係
をみたところ，Table 7 に示したように「消費文化知識・経験」と「教職経験年数」との間の相関係数は
-0.347 となり，弱い負の相関が見られた（p<0.001）．つまり，教職経験年数が長くなればなるほど，消
＊ アカウント・ハッキングとは，他人のアカウントを読み取る犯罪行為で，他人になりすましてログインし，個人
情報を盗み見るだけでなく，ゲームのアイテムや銀行口座の預金を奪い取る等を行うことである．
＊＊ キーロガーとは，キーボードからの入力を監視して記録するソフトウエアやハードウエアのことを示す．これ
を悪用して，パスワードを盗むなどの事例が増えている．
＊＊＊ リアルマネートレードとは，複数の利用者が参加するオンラインゲームなどで，ゲーム内のお金やアイテムな
どを現実世界の現金で取引すること．会員規約などで禁じられていることが多いが，実際にはゲーム外でのオ
ンラインオークション等で取引されることも多く，取締が難しいとされている．
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費文化に関する経験や知識が低いと言える．この教職経験年数の長さは，年齢の高さも同時に示してお
り，年齢が高くなればなるほど，子どもをとりまく消費文化に関する知識や経験数が少なくなる傾向が
あると言える．一方で，「問題行為知識」に特化して確認すると，両者の相関係数は -0.124 となり，無
相関ではないものの（p<0.01），ほとんど相関は見られなかった．つまり，消費文化全体では若い教員の
方が経験や知識は豊富であるが，犯罪に関わるような問題行為については，年齢の影響というよりは全
体的に認知度が低いことによる影響が指摘できる．同様に，性別や校種，教科による分析（分散分析等）
も行ったが，これらに有意差は見られなかった．性別や校種による差よりは，教職年数から推測される
年齢による影響が大きいためだと考察できる．
Table 7　「消費文化知識・経験」及び「問題行為知識・経験」と「教職経験年数」との相関関係
消費文化知識・経験（n=485） 問題行為知識・経験（n=502）
教職経験年数 -0.347 ＊＊＊ -0.124 ＊＊
＊＊＊p<0.001, ＊＊p<0.01
（3）　学校教育で消費文化を取り扱う必要性
1）　学校教育における消費文化の取り扱う必要性
近年，家庭においてもネット環境が整い，オンラインゲーム等は家庭で遊ぶことも多いため，インター
ネットやゲームについては保護者が教えるべきだという考え方もあるが，「学校教育で消費文化を扱う
必要があると思いますか」と訊ねたところ，84.8%（434 名）が「必要がある」と回答した．「必要がない」
という回答者は 14.8%（76 名）であり，「必要ない」と回答した割合は小学校教員（21.6%）と高等学校の生
徒指導担当教員（29.4%）で若干高かった．
学校で消費文化を取り扱う必要がないと答えた理由（複数回答）には，「学校教育よりも，家庭教育で
行うべきだ（52.6%，40 名）」が最も多く，次いで自分が担当している校種以外の校種で教えるべきだと
いう意見（27.6%，22 名）や，学校教育にはなじまない（22.4%，17 名），教えることで生徒が過剰に関心
を持ってしまう（21.1%，16 名）という意見もあった．学校教育で教える必要がないと考える教員の多く
が，学校教育よりも家庭で教えるべきだと考えていることが分かる（Fig 2）．
学校教育よりも，家庭教育で行うべきだ（N＝40）
小・高校で実践すべきだ（N＝21）
学校教育にはなじまない（N＝17）
教えることで生徒が過剰に関心をもってしまう（N＝16）
その他（N＝7）
60.0％50.0％40.0％30.0％20.0％10.0％0.0％
Fig 2　学校教育で消費文化を扱う必要がないと思う理由（複数回答，N=76）
全体（N＝512）
小学校（N＝148）
中学／家庭科（N＝50）
中学／社会科（N＝57）
中学／生徒指導（N＝64）
高校／家庭科（N＝79）
高校／社会（N＝46）
高校／生徒指導（N＝68）
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
0.4％
1.4％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
必要ある 必要ない 無回答
84.8％ 14.8％
77.0％ 21.6％
92.0％ 8.0％
87.7％ 12.3％
89.1％ 10.9％
97.5％ 2.5％
91.3％ 8.7％
70.6％ 29.4％
Fig 1　学校教育で消費文化を扱う必要性
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2）　消費文化を扱った授業経験
学校教育で消費文化を取り扱う必要が「ある」と回答したものの，実際に消費文化を扱った授業を実践
できていない人は，57.4%（249 名）おり，過半数となっていた．その実践をしていない理由（複数回答）
を尋ねると，「自分の専門的知識が足りない（174 名，69.9%）」と「自分の（消費文化に対する）経験が足り
ない（132 名，53.0%）」が過半数の回答で，次いで「実践の方法がわからない（112 名，45.0%）」，「他に優
先したい学習内容がある（100 名，40.2%）」が続いた．特に，中学校社会科と高等学校家庭科では，他教
科の教員と比べ，他に優先したい学習内容があると回答した割合が多かった（高等学校家庭科 63.4%，
中学校社会科 55.2%）．消費文化を授業内で取り扱う必要があると感じながらも，自分自身の専門知識
や経験不足，具体的な方法がわからない為に授業を行えない，または時間的に制約があり，他に優先し
たい内容があって実践できないという可能性もみえてきた（Table 8）．
一方，授業を行った教員に「実践をする上で困っていること（複数回答）」について尋ねたところ，「自
分の専門知識が足りない（48.1%）」や「自分の（消費文化に対する）経験が足りない（32.2%）」と答える教員
が多く，消費文化を扱った授業実践を行わない理由と同じであった．また，「生徒の生活経験の差が大
きい（32.2%）」や「時間が足りない（31.7%）」，「適当な教材がない（25.1%）」という回答も多くみられた．
生徒の状況から考えれば，ゲームやインターネットなどは，家庭による差が大きく，経済状況だけでな
く保護者の考え方等にも左右されるため，一概に年齢や学校のレベル，地域性等で区切ることができな
い．更に，授業時間数の確保が難しい中，追加する内容を入れていくのは厳しい．そして，変化の激し
い消費文化に関しては，授業で使えるような適当な教材が少なく，教員自身が自分の知識や経験に不安
を持っている中で，適当な教材がなければ授業を行うことを躊躇してしまうのだろう．
 
Table 8　消費文化を取り扱った実践をしていない理由及び，実践して困ったこと（複数回答）
カテゴリー
実践をしていない 実践したことがある
件数 割合 件数 割合
自分の専門的知識が足りない 174 69.9% 88 48.1%
生徒の生活経験の差が大きい － － 59 32.2%
自分の（消費文化に対する）経験が足りない 132 53.0% 59 32.2%
実践の方法がわからない 112 45.0% － －
他に優先したい学習内容がある 100 40.2% － －
時間が足りない 89 35.7% 58 31.7%
適当な教材がない 94 37.8% 46 25.1%
教科学習に取り入れることが難しい 72 28.9% － －
パソコンなど施設・設備が整っていない 28 15.3% 28 15.3%
予算が足りない 16 8.7% 16 8.7%
他の教員が実践している 13 5.2% － －
生徒の興味・関心が低い － － 13 7.1%
同僚の理解が得られない 2 0.8% 2 1.1%
保護者の理解が得られない 1 0.4% 2 1.1%
管理職の理解が得られない 0 0.0% 1 0.5%
その他 8 3.2% 19 10.4%
無回答 4 1.6% 13 7.1%
計 249 － 183 －
※設問を設定していない項目については「－」で示している．
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Table 9　使ってみたい教材（学校教育において授業を行う必要があると答えた人を対象，複数回答）
カテゴリー
全　体 小学校
中学校 高等学校
小計 家庭科 社会科 生徒指導 小計 家庭科 地歴・公民科 生徒指導
件数割合件数割合件数件数割合件数割合件数割合件数件数割合件数割合件数割合
視聴覚教材（DVD・ネット動画等） 345 79.5% 97 85.1% 121 36 78.3% 41 82.0% 44 77.2% 127 59 76.6% 29 69.0% 39 81.3%
パソコンを利用したシミュ
レーション教材（電子教材）
216 49.8% 65 57.0% 86 22 47.8% 27 54.0% 37 64.9% 65 30 39.0% 13 31.0% 22 45.8%
冊子・読本 153 35.3% 46 40.4% 51 10 21.7% 18 36.0% 23 40.4% 56 21 27.3% 12 28.6% 23 47.9%
iPad 等のタブレット PC を利用した
シミュレーション教材（電子教材）
141 32.5% 34 29.8% 60 19 41.3% 19 38.0% 22 38.6% 47 21 27.3% 12 28.6% 14 29.2%
ロールプレイングシナリオ 129 29.7% 30 26.3% 50 20 43.5% 16 32.0% 14 24.6% 49 30 39.0% 10 23.8% 9 18.8%
その他 7 1.6% 1 0.9% 1 0 0.0% 1 2.0% 0 0.0% 5 3 3.9% 1 2.4% 1 2.1%
無回答 29 6.7% 5 4.4% 14 7 15.2% 0 0.0% 7 12.3% 10 3 3.9% 7 16.7% 0 0.0%
計 434 － 114 － 383 46 － 50 － 57 － 359 77 － 42 － 48 －
そこで，学校教育において「消費文化を取り扱った授業を行う必要がある」と答えた人を対象とし，ど
のような教材があれば使ってみたいかについて訊ねた（Table 9）．全体的に「視聴覚教材」を求める教員が
多かったが，パソコンを利用した電子教材や，冊子・読本，iPad 等のタブレット PC を利用した電子教
材を求める教員も 3 割近くいた．特に中学校の家庭科担当教員は，冊子・読本よりもロールプレイング
シナリオや，タブレット PC を利用した電子教材を求める割合が高かった．視聴覚教材は，IPA ＊等で無
料配布されているものもあるが，種類がまだ限られていたり，情報を入手しにくかったりすることもあ
るため，現場の教員にも最新の情報が入手しやすいことも大切である．
Ⅳ　まとめと課題
（1）　教員に対する質問紙調査の成果
小，中，高等学校の教員は，携帯電話，PHS，スマートフォンのいずれかのメディアは活用しながら
も，子どもたちがトラブルに巻き込まれやすいゲーム等についての知識や実体験が少ないことがあった
が，学校において消費文化を取り扱う必要があると感じている人が多いという傾向がみられた．
この調査を分析した結果をまとめると，次の 5 点となる．
1）　教員の情報通信メディアの高い使用率
教員自身も携帯電話やスマートフォン，PC の使用率は高い．あらゆる年代の生活の中で，携帯電話
やスマートフォンが普及しており，PC については，仕事でも必要なツールとして欠かせないものとなっ
ている．
2）　新たなゲームやサービスへの関心
テレビゲームや SNS, ブログ，ネットバンキング，電子マネーについては，知識や経験がある程度あ
ることが確認できた．しかし一方で，オンラインゲームであれば実際に使用や経験したことがあると答
えた教員が少なかった．新しく出てくるゲームやサービスに関心を持ち，内容等についての情報を入手
することが必要である．
3）　犯罪に関する知識の少なさ
変化の激しい子どもの消費文化では，様々な犯罪に子どもが巻き込まれたり，加害者になったりする
ケースがある．犯罪に関わる行為の知識も十分に身に付ける必要があろう．
＊ IPA（独立行政法人　情報処理推進機構）が製作・配布している情報セキュリティに関する DVD 教材などがある．
教育目的であれば，無料で手に入れることも可能（2014.11 現在）．
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4）　 消費文化への理解は教員経験年数の影響が大
本調査では，性別や校種，教科（社会科，家庭科，生徒指導）による消費文化に関する知識や経験の違
いは顕著に見られなかった．むしろ大きく影響していると考えられたのが，教員経験年数であり，これ
は年齢を反映していると推測できることから，若手教員だけでなく，特にベテランである経験年数の長
い教員にも子どもの消費文化に関する研修などを行い，子どもを取り巻くメディア環境の変化の速さに
対応できる教員を育成する必要があると言える．
5）　消費文化の現状に遅れをとる学校教育
子どもを取り巻く消費文化は変化が激しいだけでなく，子どもら（児童・生徒）の方が教員よりも知識
を持っている可能性が高い．子どもに「教える」側である教員が，子どもよりも知識がないことを懸念し
て，授業を行えていない可能性がある．
（2）　消費文化に関する授業実践上の課題
教員は自分自身も携帯電話やスマートフォン，PC などを活用し，学校における子どもの消費文化に
ついての教育の必要性を感じていた．しかしながら，実際には子どもの消費文化に関する授業を行えて
いないケースが多く，その理由としては教員自身の知識や経験不足に対する懸念が考えられた．加えて，
教員経験年数（及び年齢）が上がればあがるほど，消費文化の知識や経験が少なくなることも確認された．
授業実践例や教材を求める声もあり，教育現場で活用できる教材が少ないことも課題の 1 つであること
がわかった．
（3）　今後の展開に関する提案
本調査の分析を踏まえて得られた課題を元に，今後有効だと思われる展開を提案してみたい．
教員は学校における子どもの消費文化教育の必要性を感じていながらも，自分自身の知識や経験不足
による自信のなさを解消するために，すぐに活用できる教材の提案や短時間でも受けられる研修プログ
ラムが必要であろう．この研修プログラムは，多忙な教員への負担にならないよう，教員を取り巻く環
境にも配慮しながら，短時間で行われなければ多くの教員が受けられないことになる．研修プログラム
の内容としては，変化の激しい子どもを取り巻く消費文化についての情報を入手しやすいよう，具体的
に最新の情報を得られる研修が行われる必要があるだろう．また，子どもたちから様々な提案をさせた
り，子どもたちに内在する問題や子どもたちがもつ知識を有効に引き出したりして，教員も含めた皆で
積極的に学ぶ姿勢が重要だろうと考える．
更に，移り変わりの早い消費文化を取り扱うために，教員に代わって授業を行ってくれる外部講師を
充実させることも有効だろう．その情報や活用方法について十分な理解を学校全体で行い，家庭によっ
て消費文化に関する差が大きいため，学校での消費文化の授業を展開しやすいような ICT 設備の充実
等の検討も必要だろう．
なお本研究は，科研費【基盤研究 C:23531256（研究代表者：鈴木真由子）】による研究であることを付
記する．
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Abstract
Psychiatric disorders have been covered by the Japanese national health care policy since 2013, and there 
has been increased public awareness that mental health is an important issue for Japanese people. In this 
context, the responsibilities of psychiatric social workers have grown because they are required to provide 
care for individuals with mental disabilities, who have disorders combined with disabilities, from the aspect 
of both health care and social welfare. However, no consensus has yet been reached on the position of 
psychiatric social work （PSW） in the general field of social work （SW）, nor in its position when compared 
to social welfare that has integrated it.  
The present paper discusses the following four points: （ⅰ） With universal implementation of research-
oriented clinical practices, the inductive characteristics of SW with an emphasis on narratives have been 
dominant in recent years. （ⅱ） The field of social welfare has established its foundation as an academic 
discipline by placing more importance on SW compared to social policy. （ⅲ） SW can be distinguished from 
PSW by focusing on its deductive characteristics derived from legal paternalism. （ⅳ） The study of mental 
health and welfare, which theorizes PSW practice, is a unique scholastic system designed to address the 
problems of individuals from an interdisciplinary perspective.
1. はじめに
本研究の目的は，精神科ソーシャルワーカーによる実践行為の科学的根拠となる「精神保健福祉学」の
存立を確認し，その現代的な内容を明らかにすることである．
2013年4月から国の医療計画の対象に精神疾患が加えられた．医療計画に収載すべき対象の基準は「患
者数が多く，死亡率が高い」うえに，「症状の経過に基づくきめ細かな対応が求められ，医療機関の機能
に応じた対応」や「病院と病院，病院と診療所，在宅への連携」が必要な病態である．精神疾患がそこに入っ
た理由としては，患者数が増加したこと，うつ病や認知症あるいは自殺などへの対策が重要な国民的課
題となってきたことがあげられる．従って，精神科領域の保健医療と社会福祉をそれぞれ橋渡しする精
神科ソーシャルワーク（PSW）実践が，こころの健康の維持・増進に果たす役割は大きい．
そこで本稿では，PSW 実践の理論化を図り，「精神保健福祉学」としての学術体系へ結集させるため
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の要件を検討すべく，当事者と専門職（実践者および研究者）のあいだで PSW とソーシャルワーク（SW）
に通底する援助関係（2：見出し番号 , 以下同じ）と，逆に SW（3）および PSW（4）それぞれへ備わる固有
の特質を分別した．さらに，PSW におけるソーシャルポリシーへの働きかけの史実（5）から導かれる，「精
神保健福祉学」が取り組むべき課題（6）を述べた．  PSW 実践の歴史的な蓄積を，当事者の生活困難の解
決を図る体系として理論化し，他者に公言できる実践科学へ構築することは，精神障害者に対する援助
専門職すべての急務である．
2．SWと PSWをめぐる共通の構造
精神保健福祉士という資格があり，一定の社会的認知のもと活躍する場があったとしても，そこで展
開される PSW 実践が SW とどのような関係を持つのかはあらためて検討されねばならない．もちろん
SW であろうと PSW であろうと，それぞれが実践行為を論理化・可視化し，固有の科学として自成し
ていくことの重要さ 1）は論を待たない．そこで両者の“異同”を論じるにあたり，まず PSW を含む SW
の全体像を明らかにすることで双方の共通点，すなわち“同”を示す．
最初に，本稿で構築を図る「精神保健福祉学」は，実践者や研究者といった専門職の側の発想だけで完
結するものであってはならないことを確認する．PSW における理論創造の例として，藤井 2） は谷中輝
雄による「やどかりの里」の生活支援論をあげている．彼はそこで「成文化された理論的知識（形式知）と
暗黙的な事例的知識（暗黙知）のあいだに，一部成文化可能な教訓的知識（実践知）を置ける」として，「知
識創造の場に根ざしているのが実践知であるので，場の特徴が似ている場合は実践において活用しやす
い…現場で創られる実践理論は，当事者との協働作業で創られる場合，実践者に活用され易いだけでな
く，当事者にも取り入れられて，当事者の生活の知恵になる」と述べている．
本稿で「学」の構築形態として意識する取り組みは，そのような，当事者から発せられて理論的専門職
（研究者）と事例的専門職（実践者）の相互作用のなかで洗練され，また当事者へ戻っていく「知恵」の集積
と共有の過程である．これらの当事者と専門職（実践者および研究者）の協働を，上記の「知恵」の流れを
媒介として図 1 に模式化した．ここでは「知恵」の流れを大別し，一つには当事者から彼（女）ら自身へ，
ならびに専門職（実践者および研究者）へ向けて発せられる流れ（前者），そして，もう一つは専門職より
当事者へ戻っていく流れ（後者）に分けて整理する．
まず前者の，当事者から専門職への流れ（図 1 ［①②］）である．ここでは当事者主権という基本的な理
念に加えて，福祉や医療という援助行為が潜在的に持つ否定的側面への留意が焦点となる．すなわち後
者（図 1 ［③④］）との非対称性である．かつて精神科病院は，精神障害者を保護・管理する場として存在
した．そこでは否定的側面のみに人間を対象化し，当事者の可能性を無視した代理行為が蔓延した．生
きる力を奪われた当事者は退行した行動や症状を呈することで，より過剰な保護・管理を誘発する悪循
環 3）を呈したのだ．かかる史実に鑑み，対人援助サービスの寄せ集めが精神障害からの回復を促すので
なく，それらを利用しないこと（③④の点線化）も回復への一つの方法 4）とさえされる．
加えて当事者には，体験した者でないと分からない彼（女）ら自身の「知恵」がある．その「知恵」はピア
サポート 5）やセルフヘルプ・グループ 6）といった形で仲間の役に立てられている（図 1 ［⑤⑥］）．当事者
一人ひとりの体験を価値あるものとして蓄積することで，そこから得られた「知恵」は専門職によるもの
に劣らない，新たな生活の工夫を提案できる 5）のである．
上述の過程からは，当事者が主体的な「知恵」の源泉として，自らの語りや視点を（事例研究や対人援
助の媒介物としてではなく）あるがままに受け取られるべき宝として提供する（図 1 ［⑦⑧］）という姿が
浮かびあがる．そして，提供される先こそは SW（PSW）の場であろう．
そこは，「知恵」の主体である当事者，援助理論を携える研究者（図 1 ［①を経由した⑨］），臨床経験を
有する実践者（図 1 ［②を経由した⑩］）のいずれもが「援助する者 vs. 援助される者」という二者関係を超
えて集う対等な場であって，学問が実践者を，ましてや当事者を排することなく，研究者を加えた三者
の対等な交流のもと，当事者の利益を目指して進歩する場なのだ．
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3. SWにおける研究的臨床実践の深化
では後者の，専門職より当事者へ戻っていく流れの特性はどのようなものだろうか．まず，伝統，経
験，勘に支えられた援助は，それ自体が根拠を持つものでない 7）ことが指摘できる．
たとえば，北川 8）が述懐するように，専門職による正しい行為の選択は伝統や権威によってなされる
のでなく，まして正しくない行為の排除は自己規制に依拠するのでもなく，あくまで科学的な証拠に基
づいた実践（evidence-based practice: 以下，EBP）が SW（PSW）において求められている 7）．EBP は知見や
技術を批判的に分析し，有効なものからランク付けして活用する態度とみなされることが多い．しかし
EBP は既存の結果からの選択にとどまらず，実践と研究の相互作用から根拠（evidence）を新たに生成す
るという側面を含む．
この側面は SW（PSW）における調査の蓄積が不十分であるという視点に立てばなおさら重要で，実
践者は日々の臨床のなかで調査を行い，自らフィードバックする研究者でなければならない 9） とされる．
すなわち，「研究者は理論的知識が実践でいかに活用されるかを現場でよくみて，その生産的な使い方
を実践者から学ぶ必要がある…実践者は，理論的知識を活用しつつ新たな知識創造が出来ることを自覚
し，その創造方法を身に付ける必要がある」2） のだ．
よって，EBP を不可避とする現代の SW（PSW）において，実践者と研究者の垣根は必ずしも高くな
いと言えよう．しかし，今なお SW（PSW）の現場の指針となる理論が求められ続け，加えて職種間連
携のもと，専門性を明確にして隣接職域の社会的承認を得ねばならない要請も強まっている 10） ことか
ら，援助理論の確立は急務であって，実践 vs. 研究といった区分そのものが再考を迫られている．
換言すれば，SW（PSW）の近況は，当事者と接点の乏しい研究者の存在を規定しにくい状況にあり，
実践者と研究者の差異は当事者の「生活」という，リアルではあるが掴みどころに乏しい対象を「人間と
当事者
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図 1：ソーシャルワークと精神科ソーシャルワークをめぐる共通の構造
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環境の相互作用」と言い換えた 11） うえで，人間から環境へ向かう一つひとつの事例を読み解き集積する
帰納的アプローチに実践者（図 1 ［⑪］）が，環境側から生じる一定の概念に基づいて，人間に観察される
事実を検証する演繹的アプローチに研究者（図 1 ［⑫］）が属するといった，当事者への接近法の差に収斂
すると考えられる．
従来は，研究者が学術的文脈で理論的知識を創造あるいは翻訳・輸入し，実践者がその知識を反復利
用ないし応用するという分業が SW における理論と実践の乖離を存続させてきた 12）．しかし，現代の
SW 専門職において実践と研究は連続線上にあり，一体的に捉えられるべき 13） なのである．これを岩
間 14） は，個別実践事例の研究的昇華について述べるに際し「事例研究は帰納法だが，事実の積み重ねか
ら原理原則を導くには研究の素材となる具体的事実の内容が問われる」としたうえで，個に向かうアプ
ローチ（実践のための事例研究）と一般法則を導くアプローチ（研究のための事例研究）の円環状の発展か
ら SW が進むと説明している．
すなわち，実践者と研究者の多くは当事者から「研究的臨床実践家」15） と総称できる存在と考えられ
る．これは専門職すなわち皆実践者たれという意味でなく，EBP には現場からのフィードバックに基
づく評価と改善が欠かせないため，絶えず研究者は実践者から情報を収集・蓄積する必要がある 9） と
いう趣旨である．つまり EBP を重視する現代の SW においては，広く専門職の実践者化とも称すべき
現象が進んでいるとみられる．以上を図 2 へまとめ，研究的臨床実践の普遍化，ならびに研究者 / 実践
者境界の移動（実践に関わらない研究者の相対的比率低下）として表した． 
当事者
（知恵の源泉）
EBP
研究者
知恵
と理
論 知恵と臨床
環境⇒人間（演繹）
翻訳・紹介
研究的臨床実践
ナラティブ
人間⇒環境（帰納）
実践者
境
界
ソーシャルワーク
境界の移動
図 2：ソーシャルワークと精神科ソーシャルワークとめぐる構造の変化①
このような SW の実況からは，当事者の「知恵」と研究的臨床実践の循環が生み出す，「学問領域とし
ての具体像」が顕現されているかにみえる．それを受けて，SW から社会福祉原論 16） を発案せんとする
立場もまた自然であろう．
他方，SW とソーシャルポリシーの関係性に目を転じると「政策論あるいはソーシャルポリシーの領
域において独自性や固有性を主張しても，アカデミックコミュニティや関係者の認知を得られない．社
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会福祉は SW の領域において，初めて独自性や固有性についての理解を得ることができるし，それを確
立できる」とした問題提起 17） の帰結と，かかる実況を解釈することも可能である．
つまり SW は，研究的臨床実践の普遍化によって，人間から環境へ向けられた帰納的視座の優位を導
き，社会福祉学のディシプリンを強化する役割を果たした．ここにおける演繹的アプローチと帰納的ア
プローチは，それぞれ実践者と研究者における当事者への接近法の差に焦点付けられたため，双方が比
率の濃淡こそあれ，研究的臨床実践を媒介に一群の専門職とみなすことが可能となったのである．よっ
て，当事者から発する「知恵」の流れを実践と理論の循環構造で一体的に形式知へ昇華させ，再び当事者
に戻すことで生活困難の緩和へ向かうシステムを構築できた．それが先の「学問領域としての具体像」で
ある．
ただし古川 17） は，「社会福祉の固有性や独自性を SW において主張しようとする試みは，結果的に後
ろ向きの議論」と断じる．筆者も同じ立場を取るが，そこに至る理由は必ずしも同一でない．古川は，
特定のパラダイムを中心に成り立つ伝統的な科学の枠組みを超えた，複合科学として社会福祉学を捉え
ている 17）．古川と筆者の差異を際立たせるため，あえてこれを専門職寄りの視座と置くならば，筆者
の視座は以下のように当事者寄りにある．
すなわち，専門職が SW を媒介に実践を展開しても，対する当事者がソーシャルポリシーより受ける
有形無形の影響が直接に減ずるわけではない．これに加えて，実践者と研究者が，研究的臨床実践を媒
介に循環しつつ SW の重視へ傾いたとき，もし同時に当事者がソーシャルポリシーと相克的な状況に置
かれていたならば，当事者を支える理論や実践はその役割を十分に果たせるか疑問である．
そして，わが国における精神障害者を取り巻く状況こそ，まさにそれを憂うべき歴史のなかにあった．
ここに SW と PSW の特質の差，すなわち両者の“異同”のうち“異”が姿をみせる．SW では相対的に非・
重点化されたソーシャルポリシーだが，PSW においては，長期・社会的入院，地域移行支援の相対的
軽視，スティグマや社会防衛に基づいた隔離収容，そしてそれらを維持せしめる法・制度という形で当
事者の傍らに常在してきた．つまり，環境から人間に向かう演繹的アプローチは，研究者からの接近法
にとどまらないのだ．
従って，SW で築かれた，人間から環境に向かう帰納的アプローチの優位が，PSW において同様に
は考えにくい．そこで次の 4 で PSW の歴史的背景を吟味することで，研究的臨床実践の普遍化に特徴
付けられる図 2 が，どのように変化するか検討する．
4. PSWにおける法的パターナリズムの拮抗
精神障害者は「障害と疾病をあわせ持って」と往々に言われる．しかし語義にそのまま従えば，生活習
慣病に由来する障害者の多くも「障害と疾病をあわせ持って」いる．多くの場合そのようには捉えないと
ころに，社会から波及した歴史的なスティグマが影響している 18）．
すなわち，環境から人間へ向けられた演繹的視座が PSW は SW に比して強く，これが PSW 実践の
理論化を「精神保健福祉学」として成り立たせる重要な因子なのである．もとより，精神科ソーシャルワー
カーが国家資格化されるに至った背景には，わが国の精神科医療における長期・社会的入院の問題 19） 
があり，精神障害者の地域移行を促進する役割が精神保健福祉士の中核業務 20） として期待されたこと
は論を待たない．
そこには当初から，「精神保健福祉法は幾多の改正を経てきたにもかかわらず…一貫して社会防衛と
本人の保護という相反する命題を内包している」「精神保健福祉士は，本人の回復への支援と社会防衛
の要請とのせめぎ合いのなかで，絶えず緊張を強いられている」21） という，環境から人間への明確な演
繹的視座 ～法・制度や社会防衛～ が横たわっていた．
従って，環境より人間へ向けられた演繹的視座，具体的には精神障害者における長期・社会的入院や
スティグマ，地域移行支援の遅れはもちろん，社会防衛の発想や精神科特例として構造的にそれらを支
えてきた政策への関心は，精神科ソーシャルワーカーにこそ求められる．
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ただ，それらを容易になさしめない構造も，精神科医療のなかにある．つまり，単純な法・制度に対
する批判だけでは当事者への実効的な支援にならないため，その詳細へかかわって修正を図る必要性の
なかで，法・制度と当事者のあいだの「不整合」に直面するのである．
この「不整合」とは，法・制度を行政が作るのは現状を法的枠組みのなかに位置付け，秩序化すること
で問題へ対応するのに対し，実際の当事者の抱える問題は「多様」であって，その改善を図る実践の蓄積
が逆に制度化を促す引き金には必ずしもならない 22） という含意である．「不整合」の理由には「多様」性
以外にも，総じて法・制度が当事者の状況というよりは社会福祉政策を遂行する側の判断によって定め
られ，運用されるという実情 22） があげられる．
たとえば，よく知られたパターナリズムという語は，もともと国家による個人の行動への干渉を批判
する文脈で用いられてきた．法・制度へのかかわりはその名のもとの支配構造，すなわち法的パターナ
リズムへ結びつきやすく，結果的に精神科医療において，援助者は多様なニーズを有する当事者と，画
一的な医療を強いる法・制度との板ばさみになりやすい 23） のだ．つまり，SW における研究的臨床実
践の普遍化で PSW をも包含できないのは，わが国の精神障害者に特有な演繹的視座の巻き戻しが続い
ているからである．そして，それを端的に表現する語が法的パターナリズムなのである．
すなわち，PSW（図 3）においては研究的臨床実践と法的パターナリズムが拮抗し，環境から人間に
向かう演繹的アプローチと人間から環境に向かう帰納的アプローチの境界が（SW における図 2 とは対
照的に），左へずれず拮抗したままなのである．そこにおいては帰納的特質もまた，人権擁護を原則に
脱施設化や地域移行として存在している．
当事者
（知恵の源泉）
EBP
研究者 実践者
知恵
と理
論 知恵と臨床
環境⇒人間（演繹）
法・制度
社会防衛・
隔離収容
人権擁護
脱施設化・
地域移行
人間⇒環境（帰納）
精神科ソーシャルワーク
研究的臨床実践
法的パターナリズム
境界移動 せず
図 3：ソーシャルワークと精神科ソーシャルワークとめぐる構造の変化②
ここから導けるのは，精神科ソーシャルワーカーが精神科医療における精神障害者特有の困難性をわ
きまえたうえで，個別事例から発する当事者へのスティグマや，これを「保護」と言い換えた差別に抗っ
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て当事者の地域生活を支援する帰納的な視点を持つことは確からしくとも，さらに歩みを進め，それら
を政策のレベルへ還元する演繹的な努力へ結び付けねばならないということである．
このような，精神障害者の地域生活支援に加え，当事者を取り巻く法・制度への改革的視点こそ
PSW の特質であり，また「精神保健福祉学」の構築に不可欠な要素と言えよう．その具体像については
本稿の 6 で取り扱うが，それを論じるためには予め PSW とソーシャルポリシーのかかわりの歴史的経
緯を踏まえておく必要がある（5）．
5. PSWとソーシャルポリシーの関係史
当事者を取り巻く歴史を振り返ると，精神科ソーシャルワーカーは，演繹的視座から逆に「距離を置
こうとしてきた」可能性が浮かびあがる．たとえば，精神疾患の破局的な影響から人生を回復していく
内面的な成熟を示す ～疾患からの完治を目指す，あるいは発症前と同様の状況に戻ろうとする過程で
はない～，リカバリーという概念がある．これはまた，旧来の専門職が抱く障害・疾患像に対峙する
24） 性質を持つ．とくに精神障害領域において，べてるの家の実践が精神障害領域において日本的なリカ
バリーの象徴であることは，べてるの家“以外”の人々によって多々語られる．しかし，べてるの家の人々
は積極的にリカバリーを喧伝しない 12）．「『べてるの家』が売れたのは，『政治』から外れたところで活動
を展開してきたその安心感から」と指摘する立岩 25） の言は本質をついている．
つまり，社会体制に対する消極的な立ち位置は，精神障害者が法・制度へ一定の距離感を持ち，とも
に歩みを進めてきた精神科ソーシャルワーカーもその距離感を共有してきた可能性を示すのである．
だからといって，精神科ソーシャルワーカーが演繹的視座に対し「距離を置いている」とは即断できな
い．精神科医療に直接携わる医療者の立場を，再度吟味しなければならないのだ．ここに，現代の精神
科ソーシャルワーカーが「距離を置いている」ようにうかがえる要因が潜むからである．
1999 年に介護保険施設における身体拘束が原則として禁止されたり，2002 年にインフォームド・コ
ンセントが診療契約上の義務として最高裁判決により確定したりするなど，医療者の行動を規定する法・
制度が近年次々と登場している 26）．精神科においても行政指導を介した法・制度によって規制を行う
方向が，たとえば書類や診療録への記載義務項目の増大としてあらわれている 23）．とくに精神科にお
いては，法・制度に拮抗し得る医療者の行動規範が十分に機能していないと指摘され，このことが法的
パターナリズムの蔓延を招く一因なのである 27）．従って，この法的パターナリズムの課題を，医師や
看護師といった狭義の医療専門職の問題とみなすことは可能である．
他方，1970 年代より共同住居や作業所の活動が始まり，いずれも補助金の対象とならない時代に精
神科ソーシャルワーカーが積極的にこれらの地域活動を支えるという，効果的な実践を展開する過程か
ら精神障害者の社会復帰のうねりが生まれた．つまり，精神科における医療従事者の過去の怠慢と，同
じ時代の地域における精神科ソーシャルワーカーの足跡が複合して，精神科医療と法・制度にまつわる
課題への距離感に結実したのである．
まとめると，現代において精神科ソーシャルワーカーは，先行する SW への注力に加えて精神保健福
祉士という独自の国家資格を得て，ソーシャルワーカーとしての独自性を維持しながら資格面で社会福
祉士とは別個の基盤を確保した．かたやソーシャルポリシーへのかかわりも，医療者が率先して取り組
むべき課題として一定の猶予を担保されたのである．
このような，精神科ソーシャルワーカーの歩みのなかでも専門職として相対的に恵まれた状況のもと
で，当事者や社会へ向けて果たす責務という形で自らの独自性をますます明確にしていくはずが，精神
保健福祉士養成カリキュラムや精神障害者にかかわる法・制度の相次ぐ制定・改正などの時代のうねり
に翻弄されてしまった，というのが実態であろう．
つまり，歴史的に精神科ソーシャルワーカーは，社会防衛・隔離収容といった当事者への演繹的視座
から「距離を置いていない」．そして，精神障害者を取り巻く現状は，昔も今も変わらずソーシャルポリ
シーへの目配りを要請し続けている．しかし，それらの懸念をすくい取る固有の学問的な基盤の確立が
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不十分であったため，保健医療と社会福祉の分野横断的な領域において精神科ソーシャルワーカーとし
ての独自色を打ち出す難しさに直面したのである．
それでも，非自発的入院や，それに密接に関わる保護者制度をはじめ，精神障害者にまつわる法・制
度は政治家，法律家を巻き込んで昔も今も枯れることのない関心を集め，議論が重ねられている．その
ような場に一人でも多くの精神科ソーシャルワーカーが参画し，また現場において，精神科ソーシャル
ワーカー自身が発言する以下のような意識を持つことが，精神保健福祉の「学」としての発展を確固たる
ものにするだろう．すなわち，「任意入院の患者から奇数年毎に同意書を取ることが制度化されたことを，
どのくらいの精神保健福祉士が，退院への動機付けや入院後の思いを確認する契機として使う意識を持
てているか」「市長同意等の医療保護入院者の保護者印を，当事者を知らない者が押印することの怖さ
や長期化を招く必然性への疑問を理解し，悩む支援者はどのくらいいるか」19），また「なぜいまだに日
本では何十年もの入院が必要な状況があるのか．そのような状況からは精神科医療への偏見はなくなら
ない．精神科医療の改革の前に，われわれの意識改革や力量の再点検も必要である」28） といった意識で
ある．
以上，本章において「精神保健福祉学」の構築は，法・制度を活用する帰納的な視点の保持とともに，
それらを新たな体系へあらためていく演繹的な努力によって果たされることを論じた．これらの理念の
延長線上にある，現代の「精神保健福祉学」が取り組むべき課題について，次の 6 でさらに述べていく．
6. 「精神保健福祉学」 による法・制度への視点
精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（以下，精神保健福祉法）が 2013 年 6 月に改正され，一部
を除いて 2014 年 4 月に施行された．法案に盛り込めなかった課題が，施行後 3 年をめどに改正法の施
行の状況を踏まえて見直しを図らねばならない検討規定として示された．
今回の改正では保護者制度が廃止されるとともに，医療保護入院の要件に「家族等」の同意が設けられ
た 29）．従来，医療保護入院は精神保健指定医による判定と保護者の同意を入院時の要件としてきたが，
保護者ではなく「家族等」の同意が要件となったのである．「家族等」は配偶者，親権者，扶養義務者，後
見人または保佐人であればよく，順位も定められていない．この「家族等」を俎上にあげ，精神科ソーシャ
ルワーカーが「精神保健福祉学」において論じるべき現代的課題を読み解いていく．その主たる論点は，
「精神保健福祉学」が領域横断的な特質を有する以上，実践現場での精神科ソーシャルワーカー（を含む
多職種）の行為は，当事者の利益を目標として，職種間相互で検討された統一的な営みでなくてはなら
ないという原則を確認することである．
さて，もともと保護者制度の廃止に際し，これに代わる制度として精神科医の立場 30） から提出され
た「入院の判断は医療者（精神保健指定医）1 名が行い，72 時間以内に入院医療機関以外の精神保健指定
医が事後的に入院判断の検証を追加する」といった試案，あるいは弁護士の立場 31） から出された，「精
神保健指定医 2 名による判断」が当初より必要だとする提案などがあり，双方に通底するのは「現在行わ
れている（筆者注 : 2013 年改正前の規定による）医療保護入院の手続きは，精神保健指定医 1 名，しかも
当該入院医療機関に所属する医師の判断のみによって行われている」という実情に対する修正である．
すなわち，このような精神保健指定医は病院管理者と同一人であるか，その指揮監督を受ける立場に
あって，事実上管理者の裁量によって入院と退院が判断され，中立な立場にある第三者が入院の必要性
を判断できる状況になっていない」との発想 31） である．
他方，厚生労働省内に設置された作業チームで「保護者制度・入院制度の検討」が行われ，保護者制度
の廃止と，その際の強制入院のあり方について基本的な考え方が示された（2012 年 5 月）32）．そこでは，
精神保健指定医 2 名の診察は「望ましいとしても実効性に課題がある」として，「精神保健指定医 1 名に
よる判断」と「精神保健指定医以外の誰かの『同意』または『関与』」のひな形を示し，その誰か，の例とし
て「地域支援関係者」の文言を付した．
これへ，日本精神保健福祉士協会 33） は，「医療保護入院に代わる非自発的入院制度および退院支援へ
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の『関与』の責務を果たします」「精神科ソーシャルワーカーは医学的判断に同意できるのか，『NO
（ノー）』，疾患や症状を診断する専門性を持つ職種ではない」とし，「入院時の手続きについて ～誰が『同
意』または『関与』をするか～」と題して，「1. 入院の要否は現行制度同様に精神保健指定医の診察による
判断に基づくものとし，精神保健指定医は，入院の要否判断をする際に，医療機関の精神保健福祉士に
よる SW の観点に基づく意見を必ず聴くものとする，2. 医療機関の精神保健福祉士は本人および家族等
と面接し，SW の観点から，地域生活の維持について必要な情報提供や心理社会的アセスメントを行い，
精神保健指定医に意見を述べるとともに，その内容を入院届けに記載する」との声明を発した．
加えて2012年10月には，あらためて協会長名で「新たな入院制度に関する本協会の見解」を発表し，「保
護者に代わる同意者の機能を精神保健福祉士は担ってはならない」34） と重ねて表明した．その背景には，
「『クライエントのために』との思いで取った行動が，結果的にクライエントの人権侵害をもたらした」
35） という Y 問題のかつての経緯がある．すなわち，精神科ソーシャルワーカーの職能団体である日本
精神保健福祉士協会として，かかる意思表示は歴史的な一貫性を保った態度である．
これを「精神保健福祉学」の観点から捉えてみる．当事者とともにある実践の場は多職種が集うため，
「精神保健福祉学」はもとより領域横断的な学である．つまり，現場における一人ひとりの専門職の働き
は，すべからく他職種との相互作用によって規定されるのだ．
精神科ソーシャルワーカーに加え医師，看護師，心理職，作業療法士など，精神科病院への非自発的
入院医療は多くのマンパワーのもとに成り立っている．そして，すべての職種のアイデンティティを満
たす支援方法には限りがある．そこに「精神保健福祉学」の立場から，法・制度を論じるべき「課題」が姿
をみせるのだ．
すでに表面化した精神保健福祉法における具体的な論点，ここでは移送制度を通して上記の「課題」を
吟味する．さて，精神保健福祉法（第 34 条）による医療保護入院等のための移送は，1999 年の同法改正
時に創設された．移送制度はすぐに利用を図る性質のサービスでなく，「相談過程において本人が納得
して受診できる可能性を根気強く探る」「家族の悩む過程に寄り添う」36） 姿勢が問われる，精神障害者
にとっても，精神科ソーシャルワーカーにとっても微妙なテーマである．
移送の現場に臨む精神科ソーシャルワーカーの長谷川 37） は，自らの苦悩を以下のように記している．
「入院を想定した受診の可否をめぐっては…対応した精神保健福祉士としての判断も問われる．相談さ
れた精神科医も…病状を推測して入院の適否の可能性を判断することになる．精神保健福祉士は，生活
への影響からの判断が求められる．このままいくとどのような生活になるか，治療へ踏み込む必要があ
るのではないかといった点から，生活を支援する専門職としての精神保健福祉士の判断は避けられな
い」．このような立場から導かれる，「どこまで行っても，精神保健福祉士の懸念は，『Y 問題』になって
いないのだろうか？」37），とする臨床的な問い立てこそが「精神保健福祉学」において重視されるべきな
のだ．
つまり，同意であるか，関与であるかは法的に検討されることだが，それがいずれであっても，精神
科ソーシャルワーカーの見立てにより精神保健指定医の医療保護入院にかかわる判断が影響を受ける．
つまり，同意でなく関与であることが，精神科ソーシャルワーカーの「Y 問題ではないのか」の疑念を晴
らす鍵にはならないのだ．
そして，この臨床的な問い立てに対する答えは，あくまで PSW の歴史を踏まえながらも，当事者の
利益のため非自発的入院の判断に対する実質的なかかわりを直視するなら，他職種との関係性のなかで
模索されねばならない．なぜなら，精神保健指定医は精神科ソーシャルワーカーの他にも看護師をはじ
め，複数の職種から情報を得て非自発的入院に関する判断を行っているからである．
従って，職種横断的な検討によってはじめて，PSW 実践が，精神保健指定医を通して当事者へ与え
る影響を明らかにできるのである．そして，職種横断的に語られるテーマは「精神科ソーシャルワーカー
（を含む職種それぞれ）の当事者へのかかわりは，彼（女）らの人権を侵害していないか」である．これは，
先の職種内での共通基盤で語られる「そのかかわりが『同意』か『関与』か」とは，語りあう対象（精神科ソー
シャルワーカー，あるいは精神保健福祉士のあいだ vs. 精神科入院医療へともに携わる他職種との関係
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性）と，主題の重点（法内における規定 vs. 当事者の人権）が異なっている．
もちろん，どちらが正しいとか，あるべき姿かといった話ではない．PSW の実践者と「精神保健福祉
学」の研究者が，ともに「研究的臨床実践家」であるならば，多職種協働の臨床現場における問い立てこ
そが論考の起点になるということだ．
このように移送における問題点は，今回の精神保健福祉法の改正での医療保護入院における「同意と
関与」に類似した図式で捉えることが可能であり，加えてこの移送の課題こそ，2013 年 6 月の改正で（頭
書の）検討規定に，「医療保護入院における移送及び入院の手続の在り方」として盛り込まれているので
ある．
職種の壁を越えた議論を通して，精神科ソーシャルワーカーや関連職種の苦悩が軽減し，改正法のな
かで医療保護入院の当事者の尊厳を守りつつ彼（女）らとかかわっていけるようになるなら，また，移送
場面でのスムーズな協働が実現するなら，そして法・制度そのものを当事者へさらに資する形へあらた
めていけるなら，「精神保健福祉学」は当事者，実践者，研究者に共通した「知恵」の発信源として，確固
たる存在となるに違いない．
医療保護入院や移送の他にも，第三者（弁護士，司法書士等）による成年後見の拡大や，単身で精神障
害者へのアウトリーチ支援に携わる職員の安全など，領域横断的に評価すべき課題は少なくない．
まとめると，法・制度で特有に枠付けられた精神障害者に対峙する PSW 実践者としての職種固有の
立場と，当事者のため他職種との協働のあいだで生じる葛藤こそ「精神保健福祉学」の場で論じられる主
題にふさわしい．なぜなら「精神保健福祉学」における精神保健福祉は，一職種の国家資格名称というよ
り，学際領域における当事者の問題解決へ向けた理論を示す語だからである．
7. おわりに
もとより，精神保健福祉士としての役割は，PSW 業務の一部であったはずである．しかし，実践の
質の担保や専門性の向上を希求して 1997 年 12 月に精神保健福祉士法へたどり着いて以来，精神科ソー
シャルワーカーは法・制度の枠組みのなかでの当事者へ向けた対応や，自らの所属組織の運営に追われ
るようになったことも否定できない．他方，当事者の利益を鑑みつつ実践の場に立つとき，精神科ソー
シャルワーカーは保健医療と社会福祉をつなぐ場で，多くの専門職と協働している．今一度，このつな
がりを確認したい．もちろん「精神保健福祉学」の構築には，当事者を中心としてそのなかのどの職種も
欠かせない．学際領域で得られた実践や研究の成果を，各人が自らの領域内にとどめず「精神保健福祉学」
へ集約していく 38）ことで，構成員の職種横断的な視野が広がり，「学」としての特質もより確かになっ
ていくことだろう．
　本稿の作成は，日本学術振興会 科学研究費補助金基盤研究 C（課題番号：24590645，研究代表者：大西次郎），
ならびに公益財団法人 明治安田こころの健康財団第 49 回研究助成（研究代表者：大西次郎）による支援のもと行わ
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Abstract
In the present study, the normal development and clinical significance of bilateral motor coordination in 
schoolchildren were considered through a review of previous research. Bilateral motor coordination contains 
mirrorwise and non-mirrorwise movements between the left and right extremities. As a result of a compara-
tive examination of 3 countries’ research of the normal development of bilateral diadochokinesis （rapid pro-
nation and supination of forehands）, three concordant findings were revealed:（1）The speed of execution of 
bilateral diadochokinesis significantly increased with age. （2）The degree of difficulty of execution of non-
mirrorwise movement was higher than that of mirrorwise movement. （3）Significant gender differences were 
not present in non-mirrorwise movement. Bilateral motor coordination tests including bilateral diadochokine-
sis were so far applied to explain the underlying neurological mechanisms of dyslexia or stuttering on the ba-
sis of the developmental interhemispheric disconnection（DID） hypothesis or the interhemispheric interfer-
ence model（IIM）. In the execution of bilateral motor coordination, the cooperation of supplemental motor 
areas（SMA） on both hemispheres and corpus callosum（CC） wiring them together was assumed to be sig-
nificant. However, other areas have also been shown to be concerned with the execution of bilateral motor 
coordination. Therefore, in the future, in addition to the basic research to have more precise age-specific nor-
mal values of individual bilateral motor coordination tests, neuro-imaging research making the neural mecha-
nisms of the tests more definite and the accumulation of clinical findings in the tests of the children with neu-
ropsychological problems are required.                 
目　的
両側性協調運動（bilateral motor coordination）とは上下肢の左右同時の運動のことである．両側性協調
運動検査は，発達性協調運動障害（Developmental coordination disorder; 以下，DCD）のほか，児童期にお
ける読字障害（dyslexia，以下，ディスレクシア）や吃音（stuttering）などの障害の査定において試論的に
用いられてきた（たとえば，Lewis & Bell, 19701）; Badian & Wolff, 19772）;Klicpera, Wolff, & Drake, 19813）; 
Webster, 19904））．両側性協調運動検査は，その難度故，幼児には適さないと考えられるが，その神経機
序は一側性協調運動より高次（Tanji, Okano, & Sato, 19875）; Andres, Mima, Schulman, Dichgas, Hallett, & 
Gorloff, 19996））のため，児童期以後の子どもの神経心理検査として，一側性協調運動とは異なる意義を
持つことが期待されるからである．
しかしながら，これまでのところ，当該運動の正常発達に関する知見は少なく，その臨床的意義の系
統立った検討も行われていない．このような状況をふまえ，本稿では，筆者の発達的研究（萱村・萱村，
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20097））を含め両側性協調運動検査に関する文献を概観してその発達特徴を検討するとともに，子ども
の臨床における両側性協調運動検査の意義について若干の考察を行う．
両側性協調運動検査の種類
子どもの運動における左右両側の統合を詳しく調べるための検査法はこれまでにいくつか提案されて
きたが，それらを大別すると，日常動作における運動能力をみるタイプと神経学的微細徴候（soft 
neurological signs; 以下，ソフトサイン）の検査を発展させたタイプに分類できる．前者は，たとえばスポー
ツ動作（投球，捕球など）における両側性の協調運動能力を調べる方法（たとえば，Cardoso & Magalhaes， 
20098））であり，後者は，上肢変換運動（以下，diadochokinesis）などのソフトサイン検査（Touwen，
19799））を，一側でなく両側同時に実施させる方法（たとえば，Denckla, 197310）, 197411）; Duchene，
Ramaekers, Njiokiktjien, & Vranken, 199112）; 萱村・萱村 , 20097））である．
日常動作の検査には，左右両側の調整能力だけでなく，運動のプランニング能力も測定できる利点が
あるが，その動作の水準に学習が強く関与するため，本来の神経機能そのものを正確に評価する点では
劣る．一方，ソフトサイン検査は，動作水準に及ぼす学習の影響が少なく，この点は神経機能の評価法
に適するが，運動のプランニング能力の評価には適さない．これら 2 タイプの検査法には，このように，
それぞれ長・短所を含む特徴があるため， 臨床では，検査目的に照らし適切な検査法を選択する必要が
ある．
両側性協調運動検査の意義の検討では本来， これら 2 タイプの検査法とも対象とすべきだが，両タイ
プの意義を論じることは，本稿では紙数の制約もあり難しい．そこで，日常動作の検査については今後
の課題として別稿に譲り，本稿ではソフトサイン検査に焦点を絞る．
一側性協調運動検査の方法と意義
以下ではまず，一側性の協調運動検査法とその意義について振り返り，次に，両側性協調運動検査の
検討へ移る．
ソフトサインの有無を調べる代表的な協調運動検査としては，手指挙上検査（finger lifting test），手指
連続対立検査（finger sequencing test / finger opposition test），diadochokinesis，踵－爪先タッピング（heel toe 
tapping），片足立ち（standing on one leg / static balance），片足跳び（hopping / dynamic balance）などが挙げ
られよう（Denckla, 197310）, 197411）;Touwen, 19799）; 萱村，199713））．これらはすべて身体の一側の検査で
ある．これらの検査の中から，具体例として，手指連続対立検査，diadochokinesis，踵－爪先タッピング
の 3 検査を抽出し，各検査の方法と意義を示す．
1）手指連続対立検査：立位姿勢で片手の拇指と他の指とを順に対立させる．示指から始め，隣り合った
指へとできるだけ速く進ませる．20 回の対立を行わせる．検査者が課題を実演して見せ，それを模倣
させる（Denckla, 197310）, 197411）; Touwen, 19799））．本検査の観察点は，①運動の速度（20 回対立を繰り返
す所要時間） （Denckla，197310）, 197411）），②円滑さとリズム，さらに③対側の手にみられる連合運動（随
意運動と類似の指の動き）である．左右差の有無も観察点である．②の円滑さとリズムの評価は，「指を
とばす」，「同じ指を続けて pointing する」，「一次的に止まる」，「リズムが悪い」の各動作の有無の観察
に基づいて実施される（Touwen, 19799）; 萱村，199713）, 201214））．健常児では 6 歳以後で本検査が遂行で
きない子どもはほとんどいないため，①本検査が 6 歳で遂行できない場合，② 12 歳以後に運動の速度
が遅く緩慢である，③「指をとばす」，「同じ指を続けて pointing する」，「一時的に止まる」，「リズムが
悪い」などの所見，もしくは対側の手に連合運動がみられた場合，④極端な左右差が認められる場合を
ソフトサイン陽性と考える（萱村，199713），201214））．
2）diadochokinesis：立位姿勢で一側の上肢を肘で 90 屈゜曲させ，前腕を前方へ突出させる．対側の上肢
は弛緩して垂れさせる．この状態で，前腕の回内（pronation），回外（supination）運動をできるだけ速く
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20回繰り返させる．運動開始時に対側の上肢は脱力して体側に付けさせておく．検査者が課題を実演し，
それを模倣させる（Denckla, 197310）, 197411）; Touwen, 19799））．回内・回外運動の速度（所要時間の測定） 
（Denckla, 197310）, 197411）），円滑さとリズム，同側性連合運動（腋の下が開く上腕の内転外転運動），お
よび対側の上肢にみられる対側性連合運動（肘部の屈曲と鏡像運動）が主な観察点である．左右差の有無
も観察する．円滑さとリズムの評価は，「腋下が 5cm 以上開く」，「腋下が開くが 5cm 未満である」，「前
腕の中心軸がずれる」，「回内・回外運動が正確ではない」，「途中で止まるか，リズムが悪い」のように
評価する（Touwen, 19799）; 萱村，199713）, 201214））．運動の円滑さやリズム，同側性連合運動（上腕の内転
外転など）を評定した場合，diadochokinesis の完成年齢は 7，8 歳である（Touwen, 19799）; 萱村，199713），
201214））．したがって，① 8 歳以後に回内・回外運動が不正確，途中で止まる，リズムが悪いなどの所
見がみられる，② 8 歳以後の年齢において同側性連合運動（上腕の内転外転運動），すなわち，腋下が
5cm 以上開いたり，前腕の中心軸がずれるなどの所見が認められる，③ 10 歳以後の年齢で対側性連合
運動の中の肘部の屈曲が残存している，④下顎の連合運動がみられる場合にソフトサイン陽性と考えら
れる（萱村，199713）, 201214））．
3）踵‒爪先タッピング：椅子に座った姿勢で片足の踵と爪先の交互タッピングを繰り返させる．タッピ
ングはできるだけ速く 20 回繰り返させる．検査者が実演して見せ，それを模倣させる（Denckla, 197310）, 
197411）; 萱村，199713）, 201214））．タッピングの速度（所要時間）（Denckla, 197310）, 197411））と円滑さが主
な観察点である．円滑さの内容は，「同じ部分（踵あるいは爪先）をタッピングする」，「途中で止まる」，「リ
ズムが悪い」，「タッピングの位置がずれる」点である．さらに，対側下肢の連合運動，および両上肢に
みられる連合運動の出現の有無やその強さも観察する．左右差の有無も観察する（萱村，199713），
201214））．健常児では，速度，円滑さともに 5，6 歳で発達し，8 ～ 11 歳で顕著に発達する．左右差は
みられない（萱村，199713）, 201214）） ．速度に性差はないが，円滑さ，リズム，連合運動など運動の質的
側面では，女子優位の性差がみられる（Denckla, 197411）; 萱村， 199713）;Wolff, Gunnoe, & Cohen, 198315）; 萱
村， 201214））．本検査では，①顕著な左右差がみられる場合，② 11 歳以後の年齢で運動速度の緩慢さや，
上記の観察点に挙げた円滑さに関する所見が認められる場合にソフトサイン陽性とみられる（萱村，
199713）, 201214））．
両側性協調運動の種類，検査法，評価法
両側性協調運動は，運動学的に，両側を互いに鏡に映った像，すなわち鏡映像的（mirrorwise）に動か
す運動と，そうではない非鏡映像的（non-mirrorwise）な運動に分けることができる（Duchene et al.，
199112）; 萱村・萱村，20097））．
左右同時に異なった動きを要求する非鏡映像的運動は，左右の同じように動かす鏡映像的運動に比べ，
大脳半球間連絡の成熟度をより鋭敏に表すので診断に有効と考えられている（Njiokiktjien, Driessen, & 
Habraken, 198616））．この点に関連して虫明（2007）17）は，「両手を運動させるときには，左右の手を正中
に鏡を置いたときのように左右対称的な運動をすることは，一般的に簡単である．この場合両手動作は
自己中心的な座標で示される．これに対して，左右非対称の運動を両手で行うときや，外部座標上で並
行するような方向性の両手運動では，注意を要することが多い．また，動作のスピードを要求すると，
しばしば，非対称の連続運動は，対照的な動作に移行してしまうことがある」と述べている．
つまり，虫明によると，非鏡映像的運動は鏡映像的運動より難度が高く， 注意力などに持続性がなけ
れば，非鏡映像的運動を遂行しているうちに鏡映像的運動に移行してしまうということである．虫明は，
鏡映像的運動と非鏡映像的運動は，それぞれ安定した 2 つの状態をアトラクター（attractor）としてもつ
力学系の問題と捉えており，このような力学系に対応する状態が脳の中の関連する部位内での相互作用
の結果として作り出されている（虫明，2007）17）と考えているのである．
注意力不足などのため，非鏡映像的運動が鏡映像的運動に移行するということは，双方の運動を相対
的にみた場合，鏡映像的運動の遂行は比較的自動的な水準に位置し，非鏡映像的運動の遂行は比較的意
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図的な水準に位置しているとみることができる．つまり，双方の運動におけるアトラクターおよびその
実現に関わる脳部位（さらにそれらの相互作用）の関係性には，ヒエラルキーや部分対全体といった構造
が想定されるのである．簡単にいえば，双方の運動の遂行には，それに関係する脳部位に重複があり，
脳部位間に生起する相互作用にも重なりがあるが，鏡映像的運動より非鏡映像的運動のほうがその遂行
に関与する脳部位数が多く，それらの間の相互作用もより複雑だということである．
上に指摘したように，鏡映像的運動より非鏡映像的運動のほうが，大脳半球間連絡の成熟度を鋭敏に
表していると考えられている（Njiokiktjien et al., 198616））．非鏡映像的運動のほうが鏡映像的運動に比べ
左右大脳半球間の情報連絡の機序がより複雑でダイナミックであるとすると，この考え方も首肯できる
だろう．
上に例示した 3 種の一側性協調運動検査を両側性で行う場合の，鏡映像的運動と非鏡映像的運動の実
施法を以下に示す．
1）手指連続対立検査：①鏡映像的運動 : 両手ともに拇指と示指の対立から開始させ，順に隣の指へと順
に進ませる．②非鏡映像的運動 : 片方の手は拇指と示指の対立から，対側の手は拇指と小指との対立か
らそれぞれ開始させ，隣接した指へ順に進ませる．両条件とも 20 回の対立を行わせる．
2）diadochokinesis: ①鏡映像的運動 : 両側の上肢を肘部で直角に屈曲させ，前腕を前方に突き出させ，
その状態で前腕の回内，回外を左右同時に連続的に行わせる．②非鏡映像的運動 : 鏡映像的運動と同じ
姿勢で左右同時に交互に回内，回外を行わせる．つまり片方の腕が回内の状態のとき，対側の腕は回外
の状態になっている．両条件ともに回内，回外を 20 回繰り返させる．
3）踵‒爪先タッピング : ①鏡映像的運動 : 椅子に座った姿勢で，踵と爪先のタッピングを両足同時に連
続的に行わせる．②非鏡映像的運動 : 鏡映像的運動と同様の姿勢で，左右交互の踵，爪先タッピングを
同時に連続的に行わせる．すなわち，片方の足の爪先が着地しているとき，対側の足は踵が着地するこ
とになる．両条件ともに 20 回のタッピングを繰り返させる．
なお，両側性協調運動の評価法は，一側性検査と同様，① 20 回の運動が達成される所要時間（秒）を
測定する方法 （Denckla，197310），197411）） と，②運動の正確さやリズムなどを観察し，それをスコアリ
ングする方法（Touwen，19799））がある．正確さとリズムの評定基準は一側性協調運動検査のそれとほぼ
同じである．
両側性協調運動の正常発達：diadochokinesisを中心に
運動系のソフトサイン検査としてもっとも一般的なのが diadochokinesis であろう．その diadochokine-
sis を両側性で行った場合の正常発達の基礎データが，オランダ（アムステルダム）とベルギ （ールーベン）
（Duchene et al., 198012）），そして本邦（萱村・萱村，20097））において報告されている．そこで以下では，
これらのデータの比較により，両側性 diadochokinesis の正常発達を子細に検討する．
オランダ・データは 4－12 歳の計 305 名（男子 157 名，女子 148 名）を，ベルギー・データは 5－12 歳
の計 513 名（男子 327 名，女子 186 名）を対象としている（Duchene et al., 198012））．一方，本邦のデータは，
右手利きと判定された 5－12 歳の計 213 名（男子 105 名，女子 108 名）を対象としている（萱村・萱村，
20097））．何れのデータも，年齢を 4 群に分けており，Ⅰ群は 5 歳（オランダデータは 4 歳）－6 歳，Ⅱ群
は 7－8 歳，Ⅲ群は 9－10 歳，Ⅳ群は 11－12 歳であった．
Table 1 に 3 カ国の両側性 diadochokinesis の正常発達データを比較提示した．これらの研究で採用さ
れた協調運動の評価法は時間評定法 （Denckla, 197310）, 197411））であり，20 回の運動が達成されるまでの
所要時間（秒）を測定したものである．なお，Table 1 のオランダとベルギーのデータは性別の呈示になっ
ていない．これは，参照した文献（Duchene et al., 198012））において，オランダ・データは男女こみの表
記であったためであり，一方，ベルギー・データは，性別表記と男女こみの表記の両方がみられたが，
性別表記のほうには標準偏差の記載がなかったので，Table 1 には，標準偏差の記載のあった男女こみ
表記のみを提示せざるを得なかったという理由による．
D06077_萱村俊哉.indd   34 2015/03/24   9:41:23
児童期における両側性協調運動の発達と臨床的意義
－ 35 －
さて，オランダ・データでは，鏡映像的運動はⅠ群からⅣ群まで有意（F（3,288）=34.71, p<.0001）な発
達を示している．年齢群間比較では，Ⅲ群とⅣ群の間以外のすべての年群間で有意差（p<.05）が見られ
ている．非鏡映像的運動は，鏡映像的運動よりも遂行時間は長くなるが，鏡映像的運動と同様，Ⅰ群か
らⅣ群にかけて有意（F（3,288）=43.09, p<.0001）な発達を示し，Ⅲ群とⅣ群間以外の年齢群間で有意差
（p<.05）が認められている．さらに，非鏡映像的運動では，5.6% の子ども（全員Ⅰ群）が運動を実行できず，
両条件ともに有意な性差は見られないという所見が得られている（Duchene et al., 198012））
一方，ベルギー・データでは，両条件とも有意な年齢的変化が見られている（鏡映像的運動 F（3,513）
= 129.77， p<.0001; 非鏡映像的運動 F（3,513）=120.94, p<.0001）．さらに，両条件ともにすべての年齢群
間に有意差（p<.05）が認められている．性差に関して，鏡映像的運動において女子より男子のほうが若
干速い（時間が短い）という有意（F（1,513）=4.19, p<.05）な所見がみられ，非鏡映像的運動ではそのよう
な性差は見られなかったとのことである（Duchene et al.，198012））．
Table 1　Mean times and （SD） in seconds for bimanual motor coordination （diadochokinesis） in four age groups
The Netherlands（Duchene et al., 199112）） Belgium（Duchene et al., 199112）） Japan（萱村・萱村 20097））
Mirror Non-mirror Mirror Non-mirror Mirror Non-mirror
Male Female Male Female
Ⅰ 8.2（2.0） 16.6（8.3） 14.1（2.7） 32.8（15.9） 12.3（3.0） 12.8（3.6） 19.3（4.4） 18.5（5.0）
Ⅱ 7.5（1.6） 11.6（5.7） 12.9（2.2） 19.2（7.5） 11.0（3.0） 12.7（2.4） 16.1（3.5） 16.7（3.0）
Ⅲ 6.3（1.2） 8.3（3.0） 10.8（2.0） 14.8（4.6） 10.1（1.9） 9.7（1.9） 13.1（2.8） 13.6（3.6）
Ⅳ 5.9（0.9） 7.2（1.6） 9.2（1.5） 12.1（3.0） 8.9（2.4） 9.4（1.6） 12.4（2.8） 12.6（4.5）
オランダ，ベルギーと同様， 本邦における両側性 diadochokinesis の正常発達所見（萱村・萱村，
20097））でも，鏡映像的，非鏡映像的運動ともに有意な年齢変化（鏡映像的運動 F（3,202）=18.84，
p<.001，非鏡映像的運動 F（3,174）=24.19, p<.001）がみられた．双方の運動ともに有意な性差はみられ
なかった．年齢間の多重比較において隣接年齢群間で有意差のみられた箇所は，鏡映像的運動ではⅡ群
とⅢ群の間，非鏡映像的運動ではⅠ群とⅡ群，及びⅡ群とⅢ群の間であったとの結果であった．鏡映よ
りも非鏡映像的運動のほうの所要時間が有意（t=15.99, df=179, p<.001）に長く，鏡映より非鏡映像的運動
のほうが難しいことを示している．Ⅰ群では非鏡映像的運動が実行できたのは男子 17 名（68.0%），女
子 13 名（54.2%）であり，Ⅱ群になっても，非鏡映像的運動が実行できた者の割合は男女とも 80% を超
えたが，まだ実行できないものもみられた（萱村・萱村，20097））．
時間測定法により検討された両側性 diadochokinesis の正常発達に関して，3 カ国間で一致した所見は，
①鏡映像的運動，非鏡映像的運動ともに 5－12 歳の年齢域で発達する，②鏡映像的運動より非鏡映像的
運動のほうが難しい（所要時間が長い），③非鏡映像的運動では性差は認められない，の 3 点であった．
これら 3 つの所見が 3 カ国共通にみられたことは，これらの所見が文化・社会的，あるいは民族的な違
いによる影響を受けにくいことを意味している．
なお，性差に関しては， 鏡映像的運動においても，ベルギー・データで女子より男子のほうが若干速
い所見がみられたものの，オランダと本邦のデータでは性差はみられなかったことから，傾向としては，
両側性 diadochokinesis の鏡映像的運動でも著しい性差はないと考えられる．一側性 diadochokinesis でも
性差がみられないことが報告されており（Denckla, 197310）, 197411）;Wolff et al., 198315）; 萱村，199713）），
一側性，両側性の何れにおいても dioadochokinesis は性差が生起しにくい検査と考えられる．
臨床的意義
筆者は，DCD の判定における両側性協調運動検査の意義は実は，それ程大きくないと考えている．
何故なら，DCD と診断されるほどの身体的不器用さ（clumsiness）を持っている子どもであれば，幼児期
の運動発達の milestone の遅れの所見や児童期における一般的な（運動であれば一側性の）ソフトサイン
検査などの所見から判定できる（岡，200818））からである．子どもを対象とした両側性協調運動に関する
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研究のほとんどは高次神経機能障害，具体的にはディスレクシアや吃音をテーマにしたものであり，子
どもの両側性協調運動検査では，DCD 検査としての意義よりも，言語機能をはじめ高次神経機能障害
における神経学的根拠の検索や，それに基づき支援（療育）法を考案する場合の意義に着目することにな
る．以下では，ディスレクシアと吃音の検査としての両側性協調運動検査の意義について考える．
1）　ディスレクシアの検査としての意義
ディスレクシアとは読み能力の障害である．このような読みの障害は，脳梁（corpus callosum; CC）の
機能障害のために左右の大脳半球間の情報連絡がうまくいかないために発生するという考え方（たとえ
ば，Gazzaniga, 197319））がある．つまり，右半球で処理される視覚的情報（文字や文字列）が，左半球で
処理される音声や意味分析結果と適切に統合されないため，読めない（あるいは読みづらい）といった症
状が現れると考えるのである．
Njiokiktjien, Valk, & Ramaekers（1988）20）は，この考えをさらに発展させ，学習障害（LD）やディスレク
シアの症状の発生メカニズムの説明として， Developmental interhemispheric disconnection （以下，DID）と
いう仮説を提示した．これは，脳梁の解剖学的・機能的不全さにより，丁度，成人の脳梁を切断された
分離脳（split-brain）患者と同じような症状が出現するという考え方である．後述するように，成人分離
脳患者では新奇の両側性運動の遂行不能と同時に， 失書と左側の観念運動失行，右手の模写障害など，
子どもの LD やディスレクシアと類似の症状が観察される（Zaidel & Sperry, 197721））のである．
現在，両側性協調運動とディスレクシアとの間連は，この DID という仮説を拠り所に説明されるこ
とが多い．たとえば，健常とディスレクシアの男子を比較し，一側性の thythmic tapping の成績では両
者間に差はないが，両側性の交互の rhythmic tapping は健常児に比べ読字障害児で著しく劣ることを明
らかにした Badian & Wolff（1977）2）は，この所見を，大脳半球間の協調（interhemispheric cooperation）の
発達遅滞により生じたものと解釈している．さらに，Wennekes & Njiokiktjien（1991）22）も，ディスレク
シアの子どもたちは両側性の diadochokinesis の遂行所要時間が長い（すなわち遂行能力が低い）ことを明
らかにし，その原因に関し同様の解釈を行っている．
2）　吃音の検査としての意義
吃音（stuttering）とは構音の問題であり，話し始めに同じ音を繰り返したり，特定の音を引き延ばすな
どの症状のことである．Webster（1990）4）は，吃音者の左半球の補足運動野（supplementary motor area: 以
下，SMA）の機能的脆弱性を指摘し，この左半球 SMA に右半球の活動が脳梁を介して干渉することに
より吃音が生じることを提唱した．SMA とは，運動野の前方に位置し，運動のプログラミングや連続
的な運動配列を実現する部位と考えられている（Duchene et al.，199112））．Webster（1990）4）のこの仮説は，
Interhemispheric interference model（以下，IIM）と呼ばれている．IIM によると，吃音者は非吃音者に比べ，
非優位半球（多くは右半球）からの干渉を多く受けやすい状態と仮定され，また，左半球 SMA が担って
いる連続的運動配列とそのタイミングの新規体制化が求められる場面で吃音が発生しやすいと考えられ
る．
IIM は元来，成人を対象に議論されてきており，子どもの吃音でどの程度説明力を持つかわかってい
ない．したがって，その検証は今後の課題だが，これまでのところ，吃音児と非吃音児との両手手指協
調運動検査の間に差を認めない研究（村瀬，2010）23）もあり，子どもにおける IIM の妥当性には疑問も
寄せられている．ただ，吃音と音韻障害を併せ持った子どもでは，健常児や音韻障害のない吃音児に比
べ，反対側からの干渉の入った両側性協調運動が阻害されやすいことを明らかにした研究（小林・早坂，
2000）24）もみられ，吃音だけでなく音韻障害を合併している場合の IIM の妥当性が示されている．
このように，両側性協調運動検査は従来，DID 仮説や IIM に基づき，ディスレクシアや吃音といっ
た言語機能の検査としての意義が想定されてきたのであり，今後もその方向で両側性協調運動検査の有
効性や妥当性に関する検証が進められていくと思われる．しかし，言語機能以外の認知行動特性と両側
性協調運動検査の間連を解明する方向性も今後は出てくるだろう．一例として，非行傾向のある青年は
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そうでない同年齢の青年に比べ，両側性協調運動の遂行能力が低いことを明らかにし，青年の非行傾向
と両側性協調運動に関係があることを指摘した研究などが先行的にみられている（Fanching, Snyder, 
Zobel-Lachiusa, & Loeffler, 199025））．
全体的考察
1）　両側性協調運動の神経機序
子どもではなく成人の症例だが，左右の大脳半球を結んでいる脳梁を切断された分離脳（split-brain）
患者では，手術前にすでに獲得した日常動作は，術後，速やかに元の水準まで回復するが，新奇な両側
性の運動は術後，何年経過してもうまく遂行できないことが観察されている（Zaidel & Sperry, 197721））．
また，それらに加え，著明な失書と左側の観念運動失行，右手の中等度の模写障害が術後 10 年以上続
いたとされている（Zaidel & Sperry, 197721））．Zaidel & Sperry（1977）21）はこの所見を，左右の大脳半球間
連絡の問題と考え，とくに，運動野と前運動野の半球間連絡をつかさどっている脳粱前部と中央部の障
害と仮定した．さらに Preilowski（1972）26）は，脳梁の前方 2/3 の切断手術を受けた分離脳患者において，
両側性協調運動の正確さと速さが改善しないことを指摘し，脳梁の前方が，半球内の下位運動システム
の調整に関与していると述べている．
両側性協調運動の実行には，このように脳梁や上述の SMA のはたらきが重要である．ただし， 両側
性協調運動（とくに非鏡映像的運動）の実行では，脳梁や SMA 以外にも，前頭前野，運動前野，帯状皮
質運動野（とくに前方），小脳の関与が不可欠であることが指摘されており（Sadato, Yonekura, Waki, 
Yamada, & Ishii, 199727）;Aramaki, Honda, Okada, & Sadato, 200628）），多様な脳部位が両側性協調運動の成
立に関与していることを忘れてはならない．したがって，両側性協調運動検査の所見の解釈は，一側性
協調運動検査など他の神経心理検査結果との比較により行わることが大切だろう． 
2）　両側性協調運動検査に関する留意点
両側性 diadochokinesis の正常発達の所見からわかるように，両側性協調運動では，鏡映像的運動，非
鏡映像的運動ともに児童期に顕著な発達を遂げるので，両側性協調運動検査を子どもの神経心理検査と
して用いるには，鏡映像的運動，非鏡映像的運動別に，年齢ごとのきめ細かい（正確な）正常成績（基準）
を作成する必要があるといえる．同種の検査であっても，鏡映像的か非鏡映像的かという条件の違いに
よって難度が異なり，その実行に関わる脳部位も同じでない事実は，臨床において知悉されなければな
らない．
ところで，本邦の研究（萱村・萱村，20097））では，両側性 diadochokinesis の評定を，時間測定法だけ
でなく，正確さとリズムを調べるスコアリング法でも実施している．その結果をみると，5－12 歳間で
鏡映像的運動の発達は有意ではなかった．このことは，鏡映像的に行った両側性 diadochokinesis の正確
さとリズムは，5－12 歳の年齢域では緩やかに発達しており，その発達のピークはもっと後年になるこ
とを示唆している．このように， 時間測定とスコアリングによる評定結果が必ずしも一致しないという
ことは，diadochokinesis のみならず他の検査でもみられる事象である（萱村・萱村，2009）．したがって，
運動評価では，検査目的によって評価の方法を選択する必要もあろう．
今回は，両側性協調運動の正常発達を検討するために，一例として diadochokinesis を取り上げ，①鏡
映像的運動，非鏡映像的運動ともに 5-12 歳の年齢域で発達する，②鏡映像的運動より非鏡映像的運動
のほうが難しい，③非鏡映像的運動では性差は認められないという特性が認められた．しかし，これら
の特性は飽くまで diadochokinesis のものであって，他の検査でも全く同じ特性が得られるとは限らない
ことに注意が必要である．①と②に関しては，おそらく他の検査の多くでも共通にみられる特性と思わ
れるが，③に関しては，検査のよる違いがみられる可能性があることを申し添えておきたい．実際，筆
者の研究（萱村・萱村，20097））では，手指連続対立検査と踵 - 爪先タッピングにおいて女子優位の性差
が認められているのである．
以上の事柄をふまえ，最後に，両側性協調運動検査を子どもの神経心理学的検査として今後，有意義
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なものにしていくための課題を 3 つ提示したい．
第一は，検査の種類，条件（鏡映像的か非鏡映像的か），さらに評価法（時間測定法かスコアリングに
よる方法か）ごとの年齢（性別）ごとに示された正常発達の基準値を確立することである．
第二は，近年発展してきた脳のイメージング技術により，それぞれの検査の実行に関与している脳部
位とそのネットワークを解明することである．上述のように，両側性協調運動ではさまざまな脳部位が
はたらいている．両側性協調運動の実行に関わる脳部位とその相互作用は，検査の違いによって異なる
ことが予測される．個々の両側性協調運動検査が，脳のどの部位のはたらき（あるいはどのようなネッ
トワーク）によって実行されているか，ある程度解明されていると，それは，療育を視野に入れたアセ
スメントにおいて，検査法の選択や検査結果の解釈において有効な判断材料になるだろう．
第三は，ディスレクシアや吃音をはじめ種々の神経心理学的障害を持つ子どもたちの両側性協調運動
に関する所見を蓄積することである．DID や IIM 仮説に基づいた臨床的研究のように，神経心理学的
障害と両側性協調運動の所見の間に何らかの法則性をみつける努力が今後も求められる．
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絵馬に描かれた身体及び技芸の表象分析
渡　邉　昌　史
（武庫川女子大学健康・スポーツ科学部）
Representation Analysis of Art and Body Images Painted on a Votive Picture Tablet
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Abstract
“The votive picture tablet” is the wooden board which is dedicated when praying at a Japanese Shinto 
shrine or temple. The custom of offering the votive tablet was originated in dedicating a real horse for God 
during the Nara era. Various pictures had been drawn by the Edo era. An individual dedicated a small votive 
tablet for the safety of family and the prosperity of business. Since the wish to Shinto and Buddhist deities 
was frankly not made to others, communication of people and Shinto and Buddhist deities was realized with 
the pattern of the votive picture.
In this research, the cultural code was read and solved by analyzing the representation of art and body im-
ages on the votive picture. The pattern in connection with the body images is related to the divine favor of 
Shinto and Buddhist deities. They are the contents for self-actualization to which an individual and a group 
can pray for progress.
1．はじめに
絵馬は民間信仰を基盤として伝承され，慣習化されたものであり，神仏に対する願掛けは他人にあか
らさまにできない事柄が極めて多い．そこに絵馬の図柄に託された，人と神仏のコミュニケーションと
してのコードが存在する．
本研究では絵馬に描かれた図柄のなかでも特に身体，及び身体に密接に関わる技芸に関する図柄を取
り上げ，そこに表象されたコードを明らかにしようとするものである．なお，ここで扱う技芸とは，最
広義に定義されるところのスポーツ（気晴らし，遊びを含む）に限定する．
具体的な対象としては筆者所蔵の絵馬のほか，関連文献，報告書，現地調査等において管見できたも
ののなかから，「身体」及び「技芸」に関連する図柄を抽出して考察する．なお，絵馬の多くはその性格上，
作成・奉納された年代，地域を特定することは困難である．よって本論の目的に鑑み，絵馬における地
域性，及び時代性については特に問わないものとする．
絵馬を読み解く試みとしては，岩井宏貴氏，召田大定氏などが絵馬の図柄の豊かな広がりを提示して
くれている．こうした先著に導かれた本研究では，これまであまり関心をもたれていなかった身体及び
技芸に関わる図柄の分析といった視座から，そこに託されたコードを掘り起こそうとするものである．
2．身体及び技芸の表象
絵馬の形式は，大別して小絵馬と大絵馬がある．小絵馬は現世利益的な民間信仰の寺社や小祠，小堂
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などに掛けられた小型の吊懸け式のものであり，大絵馬は
神社の絵馬堂，寺院の本堂などに奉納される大型で扁額式
のものである．
我々にとってなじみ深い小絵馬は，近世に奉納習慣が広
まっていくなかで，神仏のご利益を巧みに表現し，機知に
富んだ図柄のものが生まれてきた．馬の図のほか，神仏像，
祈願の内容，干支など非常にバラエティーに富むが，なか
でも最も図柄が多彩なのは祈願内容を描いたものである．
個人祈願，現世利益を求め，願いごとを絵に託して絵馬を
奉納した．絵馬の図柄は奉納者自らが描いたものではなく，
そのほとんどが絵師の手によるものである．かつては，各
地に専門，あるいは副業とする絵馬師がいたという．
（1）　直接的な表象
①手
掌を見せるように両手が並ぶ「もろ手」，あるいは掌を上
に向けた前腕部分の「片手」を描いた絵馬である【図 1】．
「片手」は手の病を治してくれる神様への信仰から手の病
平癒祈願として，「もろ手」はかつて織物業が盛んであった
地などでは投機的取引の際に相場を張るにはもろ手の働き
が大事であったことから，相場に成功することを祈願した
ものである1）．
また，「女工」と呼ばれた人々が紡績技術の向上を願って
奉納したという2）．
②眼
見開いた目，いわゆる白目（強膜）と黒目（にある虹彩，
瞳孔）を描いた絵馬である．眼の悪い者が良くなるように
と祈願，奉納した絵馬である．
両眼のみならず，眼が 8 つ描かれたものもある．これは
「病む眼」の意味を通じさせるものであり，8 眼の倍数の 16
眼，40 眼もみられる3）．また，ひらがなの「め」が線対称で
並ぶもの，さらには漢字の「眼」の組み合わせなど，さまざ
まなバリエーションが存在する【図 2】．
これらはたいてい薬師如来に奉納される．薬師如来とい
えば広く病気平癒のご利益があるとされるが，「十二誓願」
の第一が「光明普照」であることから，光といえば目という
ことで，特に眼病平癒を祈願したものであろう．
③乳房
ふくよかな乳房が描かれた絵馬である【図 3】．上半身の
婦人病治癒祈願として奉納される．
④腰から下
婦人の腰から下，腰巻姿を描いた絵馬である【図 4】．婦
人病平癒，性病平癒祈願に奉納するようになったという．
下半身の婦人病治癒祈願で【図 3】と対になっている．
【図 1】筆者蔵
【図 2】筆者蔵
【図 3】筆者蔵，奈良・赤乳神社
【図 4】筆者蔵
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（2）　行為，しぐさ
①錨噛み
着物姿の婦人が大きな錨を口にくわえている図である
【図 5】．錨は船を繋ぎとめることから，揺らぐ歯の動きが
止まるように，すなわち歯痛平癒の願いである．
②散髪
月代（さかやき，頭頂部を剃刀で整える散髪）は近世まで
みられた風俗であるが，子どもはたいへんに嫌がって親に
とっては一苦労であったⅰ．この月代嫌いを治すために，
素直に月代してもらっている子どもの姿を描いた絵馬を奉
納した 4）【図 6】．剃髪姿の絵馬は他に，一人前になった男
の子の息災，頭痛治療，出家し僧籍に入った者が道心堅固，
縁結びなどの祈願にも納められたという5）．
③授乳
着物姿で襟をはだけた婦人の乳房から乳が噴出している
構図である【図 7】．
粉ミルクが無かった時代は母乳の出によって，生まれた
子の健康が左右されることもあった．母親の切実な願いが
うかがえよう．
④入浴
子ども，または母子が気持ちよさそうに入浴している姿
の絵馬である【図 8】．「このようにあって欲しい」といった
親心を表していよう．入浴嫌いの子どもがお風呂好きにな
るようにとの願いが込められている．
⑤安眠
子どもが布団のなかで心地よそうに眠っている絵柄であ
る【図 9】．寝つきの悪い子の安眠祈願として，また，その
姿は夜泣き癖の治った表現でもあり，夜泣きの治ったお礼
に，あるいは寝小便の治るようにとの祈願から奉納された
6）．
（3）　ゴロ合わせ，信仰
1）　動物
①鶏
鶏が 1 羽，あるいは親子 2 羽以上描かれた絵馬である【図
10】．
鶏は夜には鳴かないことから，子どもの夜泣き封じ，鳥
目ということから夜盲症平癒の祈願でも奉納された．また，
親鳥雌雄 2 羽と雛鳥の組み合わせは子宝祈願である7）．
②鳩
鳩が描かれた絵馬である【図 11】．鳩は豆を拾って食べ
ることから，手足に肉刺ができたときに早く治るようにと
奉納した．
③牛
牛が描かれた絵馬の願いごとはさまざまである．学問の
【図 5】岩井，p.79（2007）
【図 6】岩井，p.59（2007）
【図 7】岩井，p.54（2007）
【図 8】岩井，p.56（2007）
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神様として信仰される天神様へ奉納，学業上達を祈願する
のがよく知られる．
青草を食んでいる牛が描かれた絵馬は，皮膚病平癒祈願
である【図 12】．「瘡」（くさ）を「草」になぞらえて「牛に食
わせて治してもらおう」という願いが込められている8）．
④鯰（なまず）
長い髯を生やした頭の大きな鯰が一匹，あるいは複数並
んだ構図などがある【図 13】．
皮膚病の一種である尋常性白斑をかつては「なまず」とも
呼んだ．鯰にも腹一面にまだら状の斑点があり，ゴロ合わ
せから，鯰が皮膚病平癒の図柄となった9）．
他方，安産の祈願，子どもの無病息災，夫婦和合，結婚
に関する祈願にも用いられた10）．
⑤鰯，鯖
鰯，あるいは鯖が描かれている．「鰯を食べると眼が悪
くなる」という俗信から眼病平癒を祈願したものである．
鯖も鮮度が落ちるとすぐに目玉が白くなることから，これ
らを禁食して奉納された11）．
⑥赤エイ
大阪浪速区の広田神社は四天王寺の寺領であったことか
ら，「寺領」を「痔良」にかけて，痔を良くしてくれる神とさ
れた12）．同社の神の使いが赤エイなので，痔病の者は赤エ
イを禁食し，平癒祈願のために赤エイを描いた絵馬を奉納
した【図 14】．
⑦蛸
蛸の絵が描かれた絵馬はさまざまな願いごとがあるが，
蛸の吸盤から腫れ物が吸い出されることを連想して，タコ，
イボの除去基盤祈願にも奉納された．また，蛸の目玉は鋭
く丈夫であるから，その眼にあやかりたいという，眼病快
癒を祈願するものもある13）【図 15】．
ⅰ 福沢諭吉が幼少の頃に月代を剃るのを嫌がり，母親が酒を飲ますことを条件に我慢させたという話はよく知られ
る．
【図 9】筆者蔵
【図 10】岩井，p.70（2007）
【図 11】岩井，p.80（2007）
【図 12】岩井，p.68（2007）
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【図 13】岩井，p.83（2007） 【図 14】岩井，p.89（2007）
【図 15】岩井，p.90（2007） 【図 16】筆者蔵
2）　物
①大根
2 本の大根が交わっている構図である．大根は歓喜天（仏
教における守護神の一つである）が左手に持ち，伝説では
人間の味がするともいわれる．これを禁食，大根の絵馬を
奉納して夫婦和合，福利増進を祈願した14）．
【図 16】は違い大根の下に大きく「心」の文字，さらにそ
の上に錠前がある．二股大根を女性とみなし，「心に鍵を
かける」との連想，すなわち女性側が男性の浮気封じを願っ
たものであろう．
②重ね餅
三方に載せられた重ね餅の絵馬である【図 17】．先の大
根と同じく，夫婦和合を祈願して奉納したものである15）．
③鎌
鎌，もしくは鎌と籠が描かれている【図 18】．瘡や腫れ
物の平癒祈願に「瘡」（くさ）を「草」になぞらえて，このよ
うに刈り取ってくださいという意味であり16），先述の「牛」
と同様である．
他に，豊作，農耕中の無病息災を祈願して奉納されたと
ころもある17）．
【図 17】岩井，p.45（2007）
【図 18】岩井，p.83（2007）
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3．技　芸
（1）　伝説・物語
①源為朝と鬼の力くらべ
武者と鬼が描かれた絵馬である．武者が片手で差し出し
た弓を鬼が両手で引っ張っている，武将と鬼との力くらべ
の図である【図 19】．武者は平安末期の武将源為朝と伝え
られ，為朝が鬼界島に渡って，鬼を退治したという伝説が
もととなっている．疱瘡神を鬼にたとえ，為朝の剛勇をもっ
て疱瘡の流行をおさえてもらおうという願いが込められて
いた18）．
【図 20】は北野天満宮に奉納されている大絵馬である．
剥落が著しいが右側の男性は平安時代の装束である烏帽子
を被っていることから「為朝伝説」をモチーフとしていると
推測される．鬼が手にする縄が為朝の首に掛かるが，悠然
たる態度でかまえた為朝には余裕すら感じさせる．
②平将門
赤い腹掛けが描かれている【図 21】．
栃木県の足利神社には，天慶の乱の時に敗れた平将門の
腹部がここまで飛んできたので祀ったという伝承がある．
腹の病にご利益があるとされ，その祈願として腹掛けの絵
の絵馬が奉納される19）．
（2）　技芸
①相撲
土俵上で，力士が四つに組み合っている図である【図
22】．特徴的なことは両力士の肌の色の違いである．手前
側の白肌の力士が，赤膚の力士をがぶり四つで向こうへ押
し込んでいる．
白肌の力士が勝つように，すなわち容色がよくなるよう
にとの願いから，婦人が自らのため，また娘のために奉納
した．後に容色だけでなく，顔の病をすべて一枚で済ませ
るようになったという20）． 【図 21】岩井，p.85（2007）
【図 23】筆者撮影（2005）【図 22】筆者蔵
【図 20】筆者撮影（2011）
【図 19】岩井，p.82（2007）
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②武芸一般
これまで見てきた絵馬は【図 20】以外はいずれも小絵馬
であった．小絵馬の習俗は，組織をもたない民間信仰を基
盤として伝承され慣習化されてきたものであり，個人のあ
からさまにできない気持ちが込められている．いわば，秘
めごととしてひっそりと奉納されたものである．
これに対し，大絵馬は何らかの集団，個人が共同して作
成し奉納する，初めから他者から見られる，あるいは見せ
ることを念頭に掲げられたものである．上達を祈願したり，
試合に勝った際，あるいは自集団・流派の存在を誇示する
ものが多い．
広島県宮島において千畳閣の名で知られる豊国神社には
武運，商売繁盛，天下太平など，さまざまな大絵馬が掲げ
られている．瀬戸内の潮風，雨風のため図柄は消えつつあ
るが，往時の願いを知ることができる．
【図 23】は，消えかかった文字からかろうじて，明治時
代に武術団体の門人たちによって奉納された絵馬であることがわかる．右上には伝書，中央上部には棒
術の棒を模した工作物が配置され，下には門弟の名が並ぶ．
【図 24】も同じく豊国神社に掲げられている．浮彫された碁盤がみえることから，囲碁団体によると
推測されるが，それ以上の判読はできない．
【図 25】は，大阪府の住吉大社の絵馬堂にある大絵馬である．比較的状態がよく，明治 43 年に天神真
楊流の門人によって奉納されたことがわかる．伝書 5 巻とともに大小 2 本の刀を模したデザインとなっ
ている．
4．表象される身体・技芸
本研究では絵馬のもつ性格上の制約から地域性，及び時代性については，あえて捨象し，そこに描か
れた身体及び技芸に関する図柄を取り上げてきた．
これまで見てきたように絵馬には，願いごとを絵に託し，さまざまな図柄が描かれてきた．絵馬の図
柄が表象しているのは，願いごとを直接的，あるいはゴロ合わせ，洒落で間接的に表し，神仏などに伝
えようとする，人々の巧みな知恵であったといえる．
本論で扱ったのは身体 9 件，ゴロ合わせ・信仰 10 件，技芸 4 件に過ぎないが，身体に関わる直接的
な表象において身体全体を表すものは見られず，描かれるのは上半身，あるいは下半身，身体部位では
眼，手，乳房に限定される．これは，民間伝承と密接な関係性を持っていると考えられる．
民間伝承と身体との結び付きについて，安井眞奈美による妖怪・怪異と身体の関係の研究では，頭か
らつま先まで全身がくまなく「妖怪に狙われやすい」ことを明らかにしている21）．怪異伝承は身体各部位
とすべからく結び付くといえるが，絵馬習俗においてそれは当てはまらない．
絵馬に見られる身体観としては，解剖学，生理学に基づく西洋医学的な理解による身体内部，すなわ
ち内臓諸器官そのものを対象とすることは見られない．また，東洋医学における人体を「小宇宙」ととら
える理解も同様に見られない．
行為，しぐさについては，女性と子どもに限定され，歯以外では子どもに関わるものである．いずれ
も「かくありたい」という願望を端的に表した構図となっている．
ゴロ合わせ，信仰に関しては，言葉遊びとしての洒落によって願いごとと身近な生物，物が掛けられ
ている．
技芸における伝説・物語では「為朝」「将門」といった，強烈ともいえる個性をもったがゆえに神格化
【図 24】筆者撮影（2005）
【図 25】筆者撮影（2010）
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された「力」に願いごとを結び付けている．
武芸一般にみられる大絵馬は，小絵馬のような秘めた願いごとではなく，個人，あるいは集団のあか
らさまな自己顕示欲，存在誇示の表出といえる．今日的感覚からすれば，コマーシャルボード的な意味
合いをもっている．
例外とも言えるのが「相撲」である．【図 22】は本論で取り上げた絵馬のなかでも，もっとも願いごと
が巧みに込められた表象の一つといえよう．相撲絵馬が物語るのは女性が絵馬に秘めた願いごとの秘密
性と告白性の両義性であり，そこには奉納者と神仏だけにのみ相通じるコミュニケーションが成立して
いる．
かつて，小絵馬は人知れず奉納するものあった．神は祈願者の心意を知ってくれるものと信じ，祈願
者は名を表さず干支あるいは年齢と性別のみを書いた（図 16 参照）．翻って今日，現代人が絵馬に込め
る願いは受験，就職，スポーツの勝利などの現世利益に直結し，神仏との関わり合いは一方的な願望と
なり，氏名はおろか住所まで書くような「熱意」となっている．
絵馬におけるコミュニケーションの変化もさることながら，身体文化をめぐる大きな変化，遺伝子治
療などの先端医療技術，さらには「デザイナーベビー」などの新たなハイテクノロジーの展開などによっ
て，これからの絵馬にはどのような身体・技芸が描かれることになるのだろうか．「絵馬に願かけて」考
察を続けて行きたい．
 1）岩井宏貴『絵馬』法政大学出版局，東京，pp.179-180（1974）
 2）召田大定『絵馬巡礼と俗信の研究』慶文堂書店，埼玉，p.202，（1967）
 3）岩井，p.177
 4）岩井，p.168
 5）召田，p.157
 6）岩井，p.169
 7）岩井宏貴『絵馬に願いを』二玄社，東京，p.70（2007）
 8）岩井，pp.169-170（1974）
 9）岩井，pp.185-186（1974）
10）召田，pp.280-281
11）岩井，pp.177-178（1974）
12）岩井，p.153
13）岩井，pp.155-156
14）岩井，p.142
15）岩井，p.45（2007）
16）岩井，pp.170-171（1974）
17）召田，p.193．
18）岩井，pp.171-172
19）岩井，p.85（2007）
20）岩井，p.184（1974）
21）安井眞奈美「妖怪・怪異に狙われやすい日本人の身体部位」『妖怪文化研究の最前線』せりか書房，東京，pp.244-
268（2009）
受稿日　　2014 年 9 月 12 日　　　受理日　　2014 年 11 月 7 日
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本学教員の他学術雑誌掲載論文抄録
英語文化学科
グリム童話全体における父親像と母親像
野口芳子
日本独文学会研究叢書 102 号，55-67（2014）
　グリム童話集全 211 話に登場するすべての父親
と母親について調査分析し，包括的特徴を抽出し，
近代家族における父母像との相違点を明記する．
子どもに対して残酷な父母が出現する理由を歴史
学・法学・社会学などの視点から学際的に考察し
た論文である．
『ドイツ伝説集』における父親像と母親像
野口芳子
『日本ジェンダー研究』17 号，13-24 （2014）
　『ドイツ伝説集』全 585 話に登場するすべての父
親像と母親像を分析し，その特徴を明らかにする．
息子と娘に対する行動の相違を父親と母親とに分
けて分析し，どのような特徴がみられるのか，ま
たそれは何故なのかを，ジェンダー学，歴史学，
社会学，法学の視点から学際的考察を試みた論文
である．
心理・社会福祉学科
精神科ソーシャルワーク実践技術の理論化に関す
る研究　―学際的アプローチによる精神保健福祉
の向上―
大西次郎
明治安田こころの健康財団 2013 年度 研究助成論
文集 49，125-137（2014）
　精神科ソーシャルワーク実践を理論化する精神
保健福祉学は，精神障害者への援助実践にかかわ
る多職種が参画のうえ，学際的な観点から当事者
の現実問題に対応する固有の学術体系である．
精神保健福祉学の構築　―精神科ソーシャルワー
クに立脚する学際科学として―
大西次郎
中央法規出版，1-236（2015）
　精神保健福祉学の構築を 1）保健医療と社会福
祉をつなぐ援助者の立場に基づく「社会福祉学に
軸足を置いた，精神科ソーシャルワークの固有学
問としての歴史的理論化」と，2）領域横断的な諸
サービスを統合させ活用する当事者の立場に基づ
く「学際の場に軸足を置いた，多職種協働の実践
行為の前方視的理論化」から論じた．
本学教員の他学術雑誌掲載論文抄録
（人文・社会科学系）
2014 年 1 月～ 2014 年 12 月
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（自然科学系）
健康・スポーツ科学科
日常語としての「相撲」概念の形成：近代国語辞典
にみる語釈の変遷からの考察
渡邉昌史
スポーツ人類学研究　第 15 号，19-43（2013）
　近代以降に刊行された国語辞典 57 種における
「相撲」項の語釈の変遷を精緻に検証することに
よって，「相撲」概念の形成及び変容の過程を明ら
かにした．
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武庫川女子大学紀要投稿細則
平成 26 年 6 月 5 日　紀要検討委員会決定
Ⅰ　総　則
1 ．投稿資格　 　本紀要に投稿できるものは，委嘱を含む本学専任の教授，准教授，講師，助教，助手，
助手補，および副手とする．上記以外からの寄稿掲載は本委員会の審査の結果による．
ただし，本学専任講師以上との共同研究者を含むことはさしつかえない．
2 ．原稿内容　 　学術的研究領域における原著論文とする．ただし，価値ある調査報告および研究資料
はこの限りではない．また，抄録（和文）もあわせて巻末に掲載する．
3 ．著 作 権　 　掲載された論文の著作権は武庫川女子大学に帰属する．
4 ．用　　語　　日本語または英語とする．
5 ．編　　集
　　　　　　　ａ） 形態　　　人文・社会科学編および自然科学編として編集する．
　　　　　　　ｂ）  書式　　　人文・社会科学編は横書きを原則とし，紀要委員会が必要と認める場合
には縦書きも可とする．横書きは横一段として，縦書きは上下二段として組む．また，
自然科学編はすべて横書き，横二段として組む．
6 ．投　　稿　 　原稿はこの細則に従って，作成しなければならない．これに従っていない原稿は作成
のし直しを著者に求めることがある．投稿にあたっては，正副原稿（コピーでも可）各一
部を提出することとする．なお，写真はコピーとしないこと．原稿は，一編につき，刷
り上がり 9 頁以内とする．
7 ．審　　査　 　紀要委員会は 1 投稿論文につき，原則 2 名の査読者に審査を依頼する．査読者は論
文の総合評価について，掲載の可否の判断及び審査意見を付する．論文の採否は査読者
の評価を参考に紀要委員会が決定する．
8 ．そ の 他
　　　　　　　ａ）提出期限を過ぎた原稿は，その理由を問わず，これを受理しない．
　　　　　　　ｂ） 著者の校正は原則として 2 校までとする．校正に際しては，印刷上の誤り以外の字
句の訂正，挿入，および削除は，原則として認めない．
　　　　　　　ｃ） 別刷りは 50 部とする．これを超過する場合は研究費負担とする．
　　　　　　　ｄ） その他の必要事項は本委員会が定める．
　　　　　　　ｅ） この細則の改正は学部長会構成員，図書館長および紀要委員長からなる紀要検討委
員会の議を経たうえ，学長がこれを定める．
　　　　　　　ｆ） 紀要検討委員会の開催は，紀要委員長が発議し，学長がこれを招集する．
Ⅱ　原　稿
1 ．原　　稿
1） 原稿は原則として写植方式で作成する．すなわち，原稿の 1 枚がそのまま刷り上がりの 1 頁とな
るよう，図や表，写真なども，著者自身がアレンジして，原稿の中に組み込みいれておく．
2）提出原稿は A 4 判で作成する．
3） 将来の完全写植式への経過処置として，当面は図や表の入るべき所を白抜きとし，図，表を別に添
付して提出することを認める．
4）原稿の第 1 頁は次の順に従って作成する．
i） まず，表題（表題は正確，かつ簡潔に論文内容を表すものであること．また，副題は行を改めて
書くこと），著者名（さらに行を改めて中央に書くこと），所属（学部，学科を，さらに行を改めて
D06077_投稿細則.indd   51 2015/03/24   9:44:20
－52－
中央に書く）の順に書く．
ii） 和文原稿の場合，原則として，表題，著者名，所属は欧文を添える．
iii） 次に欧文要旨（200 語前後）を置き，次に，論文の原稿受付日，受理日を欧文で記載し，以下本文
を続ける．
iv） ただし，人文・社会科学編においては，欧文の表題・著者名・所属および欧文要旨は別紙（A4 判）
に作成し，本文の後ろに添える．
5）緒言，方法，結果，考察，謝辞及び文献などの大見出しは 2  行取りとする．
6）原稿はワープロを用いて以下の要領で打つ．
i）和文原稿では　　人文・社会科学編の場合　　　　　　 1 頁 46 字× 45 行　 1 段
　　　　　　　　　ただし，縦書きが認められた場合　　 1 頁 32 字× 31 行　 2 段
　　　　　　　　　自然科学編の場合　　　　　　　　　 1 頁 22 字× 45 行　 2 段
ii） 欧文原稿では　　人文・社会科学編の場合　　　　　　 1 頁 96 字前後× 45 行　 1 段
　　　　　　　　　自然科学編の場合　　　　　　　　　 1 頁 46 字前後× 45 行　 2 段
7） 和文原稿の場合，文章は原則として簡潔にし，常用漢字，ひらがな，新かなづかいを用いること，
外国語音訳，生物の和名等はカタカナを用い，外国人名，生物学名などは原綴りを用いる．
8） 脚注は，関係する本文中の語の右肩に＊，＊＊などをつけ，その頁の下に横線を引き，その下側に
挿入すること．行間は 1 スペースとする．
9）活字書体の指定は別添資料に従うこと．
2 ．図・表・写真
1）同じデータを図と表の両者で示すことは許されない．
2） 図，表およびそれらのタイトルならびにその説明文は，和文原稿においても，原則として欧文で書
くこと．
3） 写真は図として取り扱い，図（写真），表にはそれぞれ番号（Fig.1，Fig.2，Table 1，Table 2 など）と
見出しを記入すること．
4） 図の番号（Fig.1，Fig.2 など）および見出しは図の下方に，表の番号および見出しは表の上に記入す
ること．
5）式は，原則としてワープロを用いて印書すること．
6）図や表，写真など別添原稿にして提出する場合．
i）原稿（写真の場合台紙）は本文と同じく A4 に合わせること．
ii） 図は，印刷に直接使用できるよう，白紙又は青色方眼紙に墨書きとし，文字を活字で入れる場合は，
鉛筆書きで記入すること．
iii） 原図は 1 ／ 2 に縮尺されることを考慮して作図すること．なお他の縮尺を希望する場合はその仕
様を朱書きで明示すること．
7）写真は鮮明なるものとし，必ず台紙（A 4 ）に貼ること．
8）写真，図等を台紙に貼る時は，製版上必要な場合に簡単に剥がれるよう配慮すること．
9） 写真中の文字などは写真の上に薄紙をかけ，指定する位置，文字などを青鉛筆（または青インク）で
明示し，委員にその旨伝えること．
3 ．参考文献
1）雑誌および単行本の引用の仕方
i）本文中の各引用箇所には語句の右肩に 1），2）…の引用番号を付けること．
ii） 文献はこの引用番号の順に，論文末尾に一括すること．
iii） 参考（引用）文献の記入は次の順に従うこと．
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⒜　雑誌の場合
1 ．著者名，2 ．誌名（欧文誌名はイタリック），3 巻（和欧ともゴシック）（号），4 ．ページ（始
め－終わり）， 5 ．発行年次
なお，号と発行年次には（　）をつける．
［例］3） Mukogawa, H., Nishinomiya, S. and Mukogawa, T., J. Biochem., 57, 456-461（1994）8）武
庫川花子，武庫川太郎，栄養誌，40，1213-1215（1993）
⒝　単行本の場合
1 ．著者名， 2 ．書名（欧文書名はイタリック）， 3 ．発行所と発行場所（初版の場合は，第　
版は記さない）， 4 ．ページ（始め－終わり）， 5 ．発行年次（　）をつける．
［例］12） Epstein, E., Mineral Nutrition of Plant, John Wiley and Sons. Inc., New York, pp.187-205
（1986）
15） Geddes, R., in The Polysaccharides, ed. by Aspinall, G.O., Academic Press, London, vol. 3, 
pp.283-336（1985）
17）小林　悟，実験医学，共立出版，東京，vol. 1，pp.51-63（1987）
23）仁田　勇，X 線結晶，仁田　勇ら編，朝倉書店，東京，第 2 版．pp.937-954（1980）
2）文献には原則として，論文タイトルは付けないが，必要な場合はこの限りではない．
3）書物の書名は二重カギカッコを，論文タイトルは一重カギカッコをつけてもよい．
4） 自然科学編の投稿論文では，「ibid」や「同上」の省略形は用いず，所載誌（書）名を繰り返し記載する
こと．ただし，人文・社会科学編はこの限りではない．
［例］ 1） ヴァルデンフェルス，H.，（松山康国・川村永子訳）『絶対無』，法蔵館，京都，
pp.85-88（1986）
2）同上，p.121（1986）
3） 高橋　進「老・荘における自然」日本倫理学会・金子武蔵編『自然倫理学的考察』以文
社，東京，pp.104-106（1979）
4）中村　元『原始仏教の思想　上（』中村　元選集第 13 巻），春秋社，東京，pp.254-260
（1970）
5）前掲 1），pp.225-241（1986）
4 ．その他
1）本文原稿の各頁の下，中央部に，下記の要領で頁数（仮）を書き入れること．
　例）5 ／ 8（ 8 頁の原稿の 5 頁目）
　2）細則によることが著しく困難である場合は，著者の所属する学会の方式に従っても差し支えない．
　3） 原稿は正本一部，副本二部に USB メモリーまたは CD を添え，必要事項を記入した投稿申込書
とともに提出する．
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活字指定一覧表
和　文　論　文 欧　文　論　文
主　　　　題
副　　　　題
著　者　名
大　見　出（緒言など）
小　見　出
本文
本文中の欧語，数字
本文右肩へ添付の引用番号
本文 1，3-5）
受理年月日脚注題見出
文　献　欄
欧　文　項
　　主題
　　副題
　　著者名
　　本文（要約文）
図表の表題
16  P　並体（明朝）
14  P　並体
12  P　並体
12  P　太字体（ゴチック）
10.5  P　太字体
10  P　並体
10  P　Century
06  P　並体
08  P　並体
09  P　並体
　（欧文）
16  P　Cent. 頭のみ  Cap.
14  P　Cent. 頭のみ  Cap.
12  P　Cent. 頭のみ  Cap.
10.5  P　Cent.  Boldface
09  P　並体
16  P　Cent.（頭のみ  Cap.）
14  P　Cent.（頭のみ  Cap.）
12  P　Cent.（頭のみ  Cap.）
12  P　Gothic
10  P　Cent.
－－－
06  P　Cent.
08  P　Cent.
09  P　Cent.
　（和文）
16  P　並体（明朝）
14  P　並体
12  P　並体
10.5  P 並体
09  P　Cent.  Boldface
欧文人名
学名その他ラテン語
文献欄
　欧文雑誌及び書名
　雑誌の巻数（和欧とも）
頭のみ Cap. 後は小文字　Cent.（Rayan.R=Cap.）
Italic
Italic
Gothic
活字書体の指定（原稿に朱書きでアンダーライン）
　　　　Capital  Italic  Capital 
　　　　Small  Capital  Gothic  Italic 
　　　　Italic  Githic  Capital 
　　　　Gothic 
本文は句読点にする．
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武庫川女子大学紀要第　　巻投稿申込書
紀要編集委員会殿
　　　　下記のとおり，紀要
人文・社会科学
自 然 科 学
編に投稿したいので申し込みます．（投稿する方に○印）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　投稿者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属（学科・研究室）　　　　　　　　　　内線　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メールアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１ 　表題
　　　和文：
　　　欧文：
２ 　著者名（共同執筆の場合のみ。次頁に投稿者を含め全員記入）
３ 　用語（該当語に○印）　　　　　　　　　　　　　　和文　　　　　欧文
４ 　原稿枚数	 5　提出メディア
　　　合計　　　　　　　　　　枚 FD，CD　 	　　　　　	　　
　　　　　　内訳　 １ ）本文　　　　　　　　　　枚　　　　　　　　　　　　 USB，その他　  
　　　　　　　　　 ２ ）図　　　　　　　　　　　枚
　　　　　　　　　 ３ ）写真　　　　　　　　　　枚（台紙の枚数）
　　　　　　　　　 ４ ）表　　　　　　　　　　　枚
6 　別刷り希望部数
　　　公費負担分 50 部＋研究費負担分（　　　）部　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　部
審査員承認
　 １ ）氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　 ２ ）氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 切り取り線 　　　　　　　　　　　　　　　　　 割印 	
投稿論文受付票
　　　　　　　　　　　　　　　　殿
受付日	　　年　　　　月　　　　日
紀要編集委員会
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紀要論文共同執筆者一覧
氏　　　　　名 所　　　　　属 資格または身分
（代表）
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